
「
道
の
駅
を
�
学
び
の
場
�
に
～
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
始
動
｜
｜
。
豊
か
な
国
土
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
私
た
ち
世
代
の
責
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
国
土
保
全
や
防

災
、
地
理
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
、
生
物
多
様
性
、
緑
の
重
要
性
…
…
な
ど
国
土
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
国
土
交
通
省
は
じ
め
専
門
家
や
学
識
者
ら
は
「
全
国

に
１
０
０
０
近
い
道
の
駅
こ
そ
、
学
び
の
場
に
相
応
し
い
」
と
、
防
災
フ
ェ
ア
や
ミ
ニ
イ

ベ
ン
ト
を
、
道
の
駅
で
順
次
全
国
展
開
す
る
構
想
を
練
る
。
そ
の
第
１
回
目
が
昨
秋
、
島

根
県
浜
田
市
の
道
の
駅
「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」
で
開
か
れ
た
。
公
共
施
設
「
道
の
駅
」

の
新
た
な
役
割
。「
学
び
の
場
」
へ
の
期
待
が
膨
ら
む
。
∥
２
～
３
面
に
関
連
記
事

地
震
、
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
…
…
。
日

本
は
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
あ
り
、

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
大
陸
の
縁

に
位
置
す
る
急
峻
な
島
国
だ
。
こ
の
た
め

自
然
災
害
の
常
襲
は
宿
命
と
も
言
え
る
。

半
面
、
南
北
に
長
い
国
土
と
温
暖
な
気

候
、
梅
雨
や
台
風
に
よ
る
豊
か
な
水
は
、

四
季
織
り
な
す
美
し
い
自
然
と
み
づ
ほ
の

恵
み
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
こ
の
美
し
い

国
土
は
古
来
、
人
々
の
手
で
自
然
に
働
き

か
け
る
こ
と
で
育
て
ら
れ
、
護
ら
れ
て
き

た
。少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
日
本
。
労

働
力
の
減
少
や
輸
入
拡
大
で
、
農
業
は
耕

作
放
棄
地
が
増
え
、
林
業
は
山
林
の
荒
廃

が
著
し
い
。
公
共
事
業
削
減
も
手
伝
っ

て
、
国
土
へ
の
働
き
か
け
が
年
々
、
先
細

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
認
識
し
、
国
土
の
あ

り
方
を
探
る
と
き
、
重
要
な
こ
と
は
故
郷

を
大
切
に
す
る
「
郷
土
愛
」
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
郷
土
愛
が
将
来
の
国
土
を
考
え

る
原
点
に
な
る
。
故
郷
を
愛
す
る
心
に
裏

付
け
ら
れ
た
国
土
へ
の
働
き
か
け
こ
そ
、

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
価
値
あ
る
遺
産
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
誰
も
が
郷
土
を
良
く
知

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

そ
こ
で
持
ち
上
が
っ
た
構
想
が
「
道
の

駅
を�
学
び
の
場
�に
～
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

だ
。
自
分
た
ち
の
故
郷
は
、
ど
ん
な
地
理

的
条
件
下
に
あ
り
、
ど
ん
な
歴
史
を
持
っ

て
い
る
か
、
地
域
の
誇
る
伝
統
文
化
は
ど

う
継
承
さ
れ
て
き
た
か
…
…
。
「
学
び
」

を
通
し
て
、
防
災
や
環
境
へ
の
意
識
、
農

業
や
林
業
再
生
へ
の
関
心
も
高
ま
る
。

道
の
駅
は「
休
憩
施
設
」「
情
報
発
信
」

「
地
域
連
携
」
の
３
つ
の
機
能
を
持
つ
公

共
施
設
と
し
て
出
発
。
中
越
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
発
揮
さ
れ
た
「
防
災
拠
点
」
機

能
が
加
わ
り
、
国
民
に
愛
さ
れ
る
重
要
施

設
に
発
展
し
た
。

そ
こ
に
新
た
な
「
学
び
の
場
」
機
能
が

加
わ
る
。
道
の
駅
の
建
設
・
維
持
に
関
わ

っ
た
人
や
郷
土
史
家
、
地
域
お
こ
し
グ
ル

ー
プ
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、

ミ
ニ
講
演
の
講
師
に
適
し
た
人
々
が
こ
ぞ

っ
て
協
力
す
る
。

道
路
関
係
団
体
や
道
の
駅
関
係
者
は

「
道
の
駅
を
講
習
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の

場
、
学
び
の
場
に
活
用
し
、
み
ん
な
の
力

で
機
能
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と
話
す
。
道

の
駅
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
道
の
駅
同

士
の
情
報
交
換
を
進
め
、
道
路
利
用
者
や

住
民
に
一
層
役
立
つ
道
の
駅
に
進
化
さ
せ

た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

「
道
の
駅
を
�
学
び
の
場
�
に
～
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
は
そ
の
一
つ
の
試
み
で
あ

る
。

◇

◇

◇

本
紙
は
こ
の
運
動
を
応
援
し
、
推
進
に

協
力
す
る
。
読
者
も
自
由
な
ご
意
見
、
ア

イ
デ
ア
を
寄
せ
て
欲
し
い
。

◆
道
の
駅
を�
学
び
の
場
�に
～
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
◆

道の駅を旅するルートプレス記者を募集

豊
か
な
国
土
を
次
世
代
へ

全国で防災フェアやイベント開催

特集「道の駅 新たな夜明け」

甦れ！ 鎮守の森④

「わが国、国土のすがた」⑤

地域主体でＰＡ開設

特集「ひな祭り１５選」

国土学事始め／なるほどブリッジ⑬

話題の道の駅「きくすい」

グリーン・ツーリズム

読者の声／おもしろ万葉集

プレゼント／パズル
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１５

道
の
駅
「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」
は
、
地
域
伝
統
の
石
見
神
楽
を
定
期
的
に
上
演
。
郷
土
芸
能
の
伝
承
に
力
を
入
れ
て
い
る

��������������������������������������������������������������������

第 31号道 21世紀新聞 Route Press 21st.2011 年（平成 23 年）1／２月1



暮
れ
な
ず
む
日
本

海
。
茜
色
に
染
ま
る

海
と
空
。
夕
照
に
心

が
和
む
。
国
道
９
号

バ
イ
パ
ス
に
面
し
た

島
根
県
浜
田
市
原
井

町
の
道
の
駅
「
ゆ
う

ひ
パ
ー
ク
浜
田
」
。

夕
映
え
を
一
望
で
き

る
丘
に
あ
る
こ
の
道

の
駅
で
昨
年
１１
月

末
、第
１
回
目
の「
道

の
駅
を
〝
学
び
の

場
〟
に
～
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
が
開
催
さ
れ

た
。
題
し
て
「
安
心

・
安
全
の
た
め
の
防

災
講
演
会
ｉ
ｎ
道
の

駅
『
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
』

～
道
の
駅
、
も
う
一
つ
の
顔

は
防
災
拠
点
～
」
だ
。

「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」

は
、
災
害
時
に
地
元
自
治
体

と
協
力
す
る
協
定
も
結
ん
で

い
る
防
災
拠
点
で
あ
り
、
伝

承
芸
能
・
石
見
神
楽
を
定
期

的
に
演
じ
て
郷
土
の
情
報
を

発
信
し
続
け
て
い
る
道
の
駅

だ
。
ま
さ
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
１
弾
に
う
っ
て
つ
け
の
舞

台
だ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
道
の
駅
主
催

で
、
国
交
省
国
土
地
理
院
中

国
地
方
測
量
部
と
浜
田
市
が

共
催
。
社
団
法
人
国
土
緑
化

推
進
機
構
も
全
面
的
に
協
力

し
た
。
開
催
の
お
知
ら
せ

は
、
当
日
朝
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組

「
ラ
ジ
オ
あ
さ
い
ち

ば
ん
列
島
リ
レ
ー
ニ

ュ
ー
ス
」
や
テ
レ
ビ

で
も
紹
介
さ
れ
た
。

会
場
の
ア
ト
リ
ウ

ム
に
は
お
年
寄
り
か

ら
子
供
ま
で
約
６０
人

が
詰
め
か
け
、
石
見

神
楽
が
始
ま
る
前
に

は
２
０
０
人
近
く
の

盛
況
に
。

浜
田
市
や
国
土
地

理
院
の
専
門
家
が
、

防
災
に
対
す
る
心
構

え
な
ど
の
話
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し

た
。
国
土
緑
化
推
進
機
構
も

緑
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。「

ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」

の
柿
田
幸
夫
駅
長
は
「
防
災

や
緑
化
へ
の
関
心
が
一
気
に

高
ま
っ
た
。
道
の
駅
も
様
々

な
工
夫
を
重
ね
、
よ
り
身
近

な
駅
に
発
展
さ
せ
た
い
。
大

い
に
道
の
駅
を
利
用
し
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
。
「
道
の
駅

で
地
元
の
こ
と
を
教
え
て
も

ら
え
る
と
は
」
な
ど
参
加
者

の
反
応
も
良
く
、
全
国
初
の

試
み
は
好
評
だ
っ
た
。

道
の
駅
の

防
災
拠
点
化

国
交
省
は
自
治
体
と
協
力

し
、
地
震
な
ど
災
害
発
生
時

に
避
難
場
所
な
ど
に
利
用
で

き
る
よ
う
道
の
駅
の
「
防
災

拠
点
化
」
を
進
め
て
お
り
、

「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」
も

拠
点
化
が
完
了
し
て
い
る
。

基
調
報
告
を
兼
ね
開
会
挨
拶

し
た
国
土
地
理
院
の
吉
兼
秀

典
参
事
官
は
「
災
害
時
に
は

刻
々
変
化
す
る
被
災
状
況
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
救
助
や
復

旧
の
情
報
が
地
図
に
投
影
さ

れ
る
。
そ
の
し
ご
と
は
国
土

地
理
院
の
役
割
」
と
、
地
図

の
重
要
性
を
説
明
し
た
。

浜
田
市
の
前
木
俊
昭
安
全

安
心
推
進
課
長
は
、
３
年
前

に
避
難
所
に
指
定
し
災
害
時

利
用
の
覚
書
を
結
ん
だ
こ
と

を
紹
介
。
「
地
域
の
災
害
特

性
を
知
る
の
が
第
一
歩
。
自

分
の
命
は
自
分
で
守
り
、
家

族
の
命
は
自
分
が
守
り
、
地

域
の
安
全
は
我
々
で
守
る
、

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
た
。

測
量
や
地

図
が
貢
献

国
土
地
理
院
中
国
地
方
測

量
部
の
田
中
仁
志
防
災
情
報

管
理
官
は
「
自
然
災
害
へ
の

備
え
と
災
害
対
策
」
～
測
量

・
地
図
の
貢
献
～
を
テ
ー
マ

に
ミ
ニ
講
演
。
同
駅
周
辺
を

中
心
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

処
理
で
色
や
陰
影
を
つ
け
た

立
体
図
や
空
中
写
真
な
ど
を

映
し
な
が
ら
説
明
。
「
道
の

駅
の
機
能
と
、
災
害
に
対
し

て
測
量
や
地
図
が
ど
う
貢
献

し
て
い
る
か
な
ど
、
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
た
の
で
は
」

と
話
す
。

国
土
地
理
院
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
型
行
政
推
進
の

た
め
、
測
量
や
地
図
に
つ
い

て
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
住

民
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
場

と
し
て
、
普
段
か
ら
「
出
前

講
座
」
を
開
い
て
き
た
。
吉

兼
参
事
官
は
「
こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
全
国
の
道
の
駅
に

広
が
れ
ば
、
防
災
や
国
土
保

全
へ
の
国
民
意
識
は
確
実
に

向
上
す
る
」
と
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
全
国
展
開
に
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
手
拍

子
、
笛
。
勇
壮
活
発
な
神
楽

囃
子
が
ア
ト
リ
ウ
ム
に
響
き

渡
る
。
伝
統
衣
装
を
ま
と
っ

た
地
元
有
志
た
ち
が
激
し
く

舞
い
踊
る
。
階
段
ま
で
鈴
な

り
の
観
衆
の
歓
声
や
拍
手
。

道
の
駅
「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜

田
」
は
、
伝
承
芸
能
・
石
見

神
楽
の
舞
台
で
も
あ
る
。

毎
月
第
２
、
第
４
日
曜
日

の
午
後
１
時
～
３
時
、
ア
ト

リ
ウ
ム
で
石
見
神
楽
が
披
露

さ
れ
る
。
近
在
は
も
ち
ろ
ん

他
県
か
ら
も
こ
の
道
の
駅
を

大
勢
の
人
が
訪
れ
、
古
典
芸

能
を
堪
能
す
る
。
古
事
記
や

日
本
書
紀
を
基
と
し
神
楽
の

起
源
を
示
す
「
岩
戸
」
や
、

迫
力
あ
る
動
き
で
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
い
「
大
蛇
」
な
ど
、

６０
近
い
演
目
が
石
見
地
区
の

約
１
５
０
団
体
に
受
け
継
が

れ
て
お
り
、
１
回
に
４
演
目

程
度
を
演
じ
る
。

こ
の
古
典
芸
能
の
伝
承
を

支
え
る
の
が
自
称
「
石
見
神

楽
の
応
援
団
長
」
の
佐
々
木

与
司
孝
さ
ん
や
、
神
楽
面
作

り
工
房
を
営
む
柿
田
勝
郎
さ

ん
だ
。
柿
田
さ
ん
は
道
の
駅

「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」
の

柿
田
駅
長
の
親
類
で
も
あ

る
。道

の
駅
か
ら
車
で
５
分
ほ

ど
丘
を
下
る
と
柿
田
さ
ん
の

工
房
が
あ
る
。
様
々
な
表
情

や
色
の
神
楽
面
が
並
ぶ
。
石

見
神
楽
だ
け
で
な
く
、
微
妙

な
違
い
を
見
せ
る
全
国
各
地

の
神
楽
面
を
彫
る
と
い
う
。

佐
々
木
さ
ん
の
本
職
は
デ

パ
ー
ト
勤
務
。
各
地
の
社
中

を
招
き
店
の
イ
ベ
ン
ト
で
神

楽
を
見
せ
る
う
ち
フ
ァ
ン
の

輪
が
広
が
り
、
応
援
団
「
石

見
神
楽
振
興
会
」
を
結
成
。

今
で
は
他
県
の
神
楽
に
も
精

通
す
る
。
「
石
見
神
楽
は
郷

土
が
誇
る
島
根
の
宝
。
多
く

の
人
に
体
感
し
て
ほ
し
い
」

と
熱
く
語
る
。

「
舗
装
」
は
、
道
路
の
表

面
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
セ
メ

ン
ト
な
ど
で
固
め
た
構
造
物

で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
ｃ

ｏ
ｎ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
）
は
英
語

で
「
固
め
た
も
の
」
の
意
味

で
す
。
よ
っ
て
正
式
に
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
で
固
め
た
も
の

は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
コ
ン
ク
リ

ー
ト
、
セ
メ
ン
ト
で
固
め
れ

ば
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に

前
者
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
、
後
者
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
と
言
っ
て
い
ま
す
。

約
５０
年
前
ま
で
は
、
日
本

に
は
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道

路
が
沢
山
あ
り
、
雨
の
後
な

ど
に
車
が
ぬ
か
る
み
に
は
ま

っ
て
立
ち
往
生
す
る
場
面
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
現
在

は
ほ
と
ん
ど
の
道
路
が
舗
装

さ
れ
、
自
動
車
や
歩
行
者
が

安
全
で
快
適
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

舗
装
に
は
沢
山
の
種
類
が

あ
り
、
人
や
環
境
に
や
さ
し

い
舗
装
も
あ
る
の
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

代
表
的
な

も
の
は
、
雨
の
日
に
水
た
ま

り
が
で
き
な
い
排
水
性
舗
装

／
景
観
に
配
慮
し
て
着
色
し

た
カ
ラ
ー
舗
装
／
柔
ら
か
く

歩
き
や
す
く
し
た
ゴ
ム
舗
装

／
自
然
素
材
を
用
い
た
土
系

舗
装
・
木
質
系
舗
装
、
な
ど

で
す
。

中
で
も
、

排
水
性
舗
装

は

「

す

き

ま
」
が
多
い

構

造

に

よ

り
、
雨
で
も

水
た
ま
り
が

で
き
ず
水
し

ぶ
き
も
上
が

ら
な
い
た
め

安
全
に
道
路

を

利

用

で

き
、
道
路
交

通
騒
音
を
小

さ
く
す
る
効

果
も
あ
り
ま

す
。
高
速
道

路
や
都
市
部

で
は
最
近
よ
く
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

最
近
注
目
を
集
め
て
い
る

の
が
「
涼
し
い
舗
装
」で
す
。

舗
装
表
面
の
温
度
は
、
夏
の

日
中
は
６０
℃
に
も
な
り
、
舗

装
は
都
市
部
で
の
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
の
原
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
夏
で
も
熱
く
な
ら

な
い
涼
し
い
舗
装
と
し
て
、

遮
熱
性
舗
装
∥
図
１
∥
や
、

保
水
性
舗
装
∥
図
２
∥
が
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
。

遮
熱
性
舗
装
は
、
日
光
か

ら
の
近
赤
外
線
を
反
射
す
る

特
殊
な
塗
料
を
舗
装
の
上
に

塗
布
し
て
、
舗
装
が
熱
く
な

る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
保
水
性

舗
装
は
、
舗
装
内
部
に
保
水

材
を
混
ぜ
、
雨
が
降
っ
た
時

に
水
分
を
保
ち
、
晴
れ
た
時

に
気
化
熱
に
よ
り
舗
装
の
温

度
を
上
が
り
に
く
く
し
ま

す
。こ

れ
ら
の
舗
装
は
普
通
の

舗
装
に
比
べ
て
１０
℃
程
度
、

路
面
温
度
を
低
く
で
き
ま

す
。
実
際
の
道
路
で
の
施
工

は
、
実
験
的
な
も
の
も
含
め

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
代
表

的
な
例
で
は
、
遮
熱
性
舗
装

は
銀
座
通
り
（
国
道
１５
号
）

に
、
保
水
性
舗
装
は
国
会
議

事
堂
の
裏
の
国
道
２
４
６
号

に
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
近
く
に
行
か
れ
た
際
に

は
、
足
下
に
注
目
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
土
木
研
究
所
道
路
技
術
研

究
グ
ル
ー
プ
舗
装
チ
ー
ム
・

研
究
員

川
上
篤
史
）

道
の
駅
を〝
学
び
の
場
〟に
～
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
１
回

涼
し
い
舗
装

国
土
保
全
へ
の
意
識
育
む

島
根
・
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田

ヒートアイランド現象
緩和に期待

「安心・安全のための
防災講演会」

浜田市も地域防災につ

いて説明地図と防災に

ついて語る吉兼参事官

�
高
い
丘
に
建
つ
道
の
駅

・
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田

�
ア
ト
リ
ウ
ム
で
行
わ
れ
た
防
災
講
演
会

伝
承
芸
能
・
石
見
神
楽

道
の
駅

舞
台
に

石見神楽応援団長を自負する佐々木

さん（右）。柿田さん（左）の面工房で
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国
土
緑
化
推
進
機
構
は
、

道
の
駅
を
中
心
に
「
地
域
の

緑
と
地
球
環
境
を
守
る
」
活

動
（
道
の
駅
グ
リ
ー
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
を
本

紙
ル
ー
ト
プ
レ
ス

と
一
緒
に
進
め
て

お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
道
の
駅

「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク

浜
田
」
で
の
「
道

の
駅
を
〝
学
び
の

場
〟
に
～
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
参

加
。
緑
化
の
大
切

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。同

機
構
は
全
国

植
樹
祭
を
緑
化
運

動
の
中
心
的
行
事

と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
る
ほ
か

「
緑
の
募
金
運
動
」
や
「
学

校
林
の
推
進
」
な
ど
国
土
緑

化
運
動
を
担
っ
て
き
た
。
道

の
駅
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
全
国
の
道
の
駅
に
順
次

「
緑
の
募
金
箱
付
き
新
聞
ラ

ッ
ク
」
を
設
置
し
、
道
の
駅

利
用
者
の
情
報
入
手
の
利
便

性
を
高
め
つ
つ
緑
の
募
金
を

一
層
充
実
さ
せ
る
の
が
目

的
。同

機
構
の
青

木
正
篤
常
務
理

事
は
ミ
ニ
講
座

で
「
日
本
の
森

林
は
戦
後
、
島

根
県
の
２
・
２

倍
１
５
０
万
㌶

が
荒
廃
地
だ
っ

た
。
全
国
植
樹

祭
や
緑
の
募
金

を
通
し
て
、
荒

れ
た
国
土
の
復

興
を
担
っ
て
き

た
」
な
ど
、
森

林
再
生
の
重
要

性
を
訴
え
た
。

同
機
構
は
全

国
植
樹
祭
が
昨
年
６０
周
年
を

迎
え
た
の
を
機
に
、
森
林
再

生
の
歩
み
を
記
念
誌
に
ま
と

め
た
が
、
そ
の
中
か
ら
４０
点

の
写
真
パ
ネ
ル
を
作
成
。
青

木
常
務
は
「
全
国
の
道
の
駅

で
巡
回
写
真
展
を
開
催
し
、

緑
化
へ
の
国
民
的
関
心
を
高

め
た
い
」
と
、
道
の
駅
グ
リ

ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に

意
欲
を
見
せ
た
。

続
い
て
島
根
県
緑
化
推
進

委
員
会
の
石
野
眞
常
務
理
事

が
「
道
の
駅
を
拠
点
に
国
土

緑
化
運
動
が
拡
大
す
る
よ
う

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

呼
び
か
け
、
同
駅
に
「
緑
の

募
金
箱
付
き
新
聞
ラ
ッ
ク
」

を
贈
呈
し
た
。

こ
の
ラ
ッ
ク
は
、
本
紙
ル

ー
ト
プ
レ
ス
は
も
と
よ
り
、

道
の
駅
が
発
信
し
た
い
様
々

な
チ
ラ
シ
な
ど
の
情
報
を
搭

載
で
き
、
緑
の
募
金
箱
が
付

設
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
同

駅
は
早
速
、
道
の
駅
利
用
者

が
大
勢
往
き
来
す
る
一
角
に

設
置
し
た
。

ラ
ッ
ク
設
置
相
次
ぐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
動
し

た
ば
か
り
だ
が
、
「
緑
の
募

金
箱
付
き
新
聞
ラ
ッ
ク
」
の

設
置
が
相
次
い
で
い
る
。
既

に
島
根
県
を
皮
切
り
に
山

形
、
山
梨
、
滋
賀
、
岡
山
、

愛
媛
、
熊
本
の
７
県
１５
カ
所

の
道
の
駅
に
贈
ら
れ
、
続
々

と
設
置
さ
れ
る
勢
い
だ
。

昨
年
１１
月
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

長
崎
を
訪
れ
た
帰
途
、
思
い
立
っ

て
旧
筑
豊
炭
田
地
帯
に
立
ち
寄
っ

た
。私

は
昭
和
４０
年
代
前
半
に
経
済

企
画
庁
か
ら
大
蔵
省
主
計
局
通
産

係
に
出
向
し
、
石
炭
予
算
を
担
当

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
真
っ
最
中
で
、

戦
後
の
成
長
を
支
え
た
石
炭
も
主

役
の
座
を
石
油
に
譲
り
、
閉
山
が

相
次
ぐ
状
況
だ
っ
た
。

炭
田
は
九
州
と
北
海
道
に
集
中

し
て
い
た
が
、
特
に
九
州
の
炭
鉱

は
炭
質
や
採
掘
条
件
で
北
海
道
に

劣
り
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。
予
算

的
に
は
閉
山
交
付
金
と
い
う
の
を

交
付
し
閉
山
を
促
進
し
た
わ
け
だ

が
、
時
代
の
流
れ
に
は
抗
し
き
れ

ず
九
州
だ
け
で
な
く
北
海
道
も
閉

山
が
相
次
ぎ
、
現
在
は
日
本
に
は

稼
動
し
て
い
る
炭
鉱
が
一
つ
も
な

く
な
っ
た
の
は
ご
案
内
の
通
り

だ
。当

時
担
当
者
と
し
て
い
く
つ
か

の
炭
鉱
を
訪
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
現
在
も
重
要
文
化
財
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
る
の
が
あ
る
と
聞

き
、
立
ち
寄
る
こ
と
に
し
た
。

志
免
炭
鉱
の
竪
坑
櫓
と
言
わ
れ

る
も
の
で
、
地
下
の
採
掘
現
場
ま

で
鉱
夫
を
運
び
、
ま
た
掘
り
出
し

た
石
炭
を
地
上
に
運
び
上
げ
る
い

わ
ば
簡
易
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
よ
う

な
も
の
だ
。
地
下
４
０
０
㍍
の
現

場
ま
で
か
ご
で
運
ぶ
わ
け
だ
か
ら

地
上
の
櫓
の
高
さ
も
５０
㍍
近
く
に

及
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
昭
和
１８
年
に
建
設
さ
れ

た
も
の
だ
そ
う
だ
が
、
石
炭
産
業

華
や
か
な
り
し
頃
は
、
こ
れ
が
毎

日
毎
日
上
下
し
、
日
本
経
済
の
成

長
を
支
え
た
わ
け
だ
。

し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の

大
波
に
は
抗
し
き
れ
ず
志
免
炭
鉱

も
昭
和
３９
年
に
閉
山
に
至
っ
た
と

い
う
。

櫓
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

農
村
地
帯
の
な
か
に
た
た
ず
ん
で

い
た
。
近
く
に
青
々
と
し
た
木
々

や
草
の
茂
っ
た
小
山
が
あ
る
の

で
、
あ
れ
は
何
か
と
問
う
と
、
昔

の
ボ
タ
山
の
跡
だ
と
言
う
。
植
物

の
生
命
力
の
強
さ
と
歴
史
の
長
さ

を
感
じ
た
風
景
だ
っ
た
。

炭
鉱
跡
の
見
学
後
、
近
く
で
地

場
産
の
富
有
柿
を
使
っ
て
酢
を
造

っ
て
い
る
会
社
を
訪
れ
た
。
酢
と

い
う
と
酸
っ
ぱ
い
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
酸
味
と
甘

味
が
ほ
ど
よ
く
調
和
し
て
や
わ
ら

か
く
、
水
で
割
っ
て
飲
む
と
お
い

し
い
飲
み
物
に
も
な
る
。
地
域
に

出
て
み
る
と
常
に
何
か
発
見
が
あ

る
。
こ
れ
だ
か
ら
旅
は
や
め
ら
れ

な
い
。

道
の
駅
は
間
も
な
く
１
０

０
０
駅
に
な
る
。
１
都
道
府

県
平
均
約
２０
カ
所
強
。
１
０

０
０
駅
を
機
に
、
道
の
駅
が

道
路
利
用
者
や
地
域
住
民
に

一
層
役
立
つ
よ
う
「
ゆ
る
や

か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
を

作
る
構
想
が
道
路
関
係
団
体

や
道
の
駅
関
係
者
の
間
で
進

ん
で
い
る
。
「
協
議
会
を
作

り
、
会
長
を
決
め
、
会
費
を

納
め
、
事
務
局
を

置
き
、
活
動
す

る
」
一
般
的
な
形

で
は
な
く
、
ゆ
る

や
か
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
の
が
特
色

だ
。例

え
ば
「
○
○

の
推
進
に
賛
同
す

る
方
」
な
ど
、
ご

く
簡
単
な
入
会
条

件
を
世
話
人
（
単

に
お
世
話
す
る
だ

け
）
が
決
め
、
賛

同
す
る
道
の
駅
の

駅
長
が
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
に
参

加
、
様
々
な
情
報

交
換
を
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
情
報
、

道
の
駅
弁
な
ど
自
慢
の
商
品

情
報
、
共
同
開
催
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
呼
び
か
け
、
な
ど
が

考
え
ら
れ
、「
道
の
駅
を
〝
学

び
の
場
〟
に
～
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
ミ
ニ
講
座
実
施
も
も

ち
ろ
ん
含
ま
れ
る
。

国
土
緑
化
推
進
機
構
が

「
緑
の
募
金
箱
付
き
新
聞
ラ

ッ
ク
」
を
置
い
て
も
ら
え
る

か
道
の
駅
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し

た
結
果
、
１
～
２
カ
月
で
相

当
数
の
応
諾
が
あ
っ
た
。
こ

の
縁
を
発
展
さ
せ
、
今
後
５

年
間
で
地
球
環
境
の
保
全
や

創
造
に
、
何
で
も
い
い
か
ら

一
つ
で
も
実
践
す
る
道
の
駅

を
募
集
し
、
ゆ
る
や
か
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
継

続
に
は
、
楽
し
み

な
が
ら
進
め
る
工

夫
も
必
要
だ
。
例

え
ば
、
参
加
す
る

道
の
駅
は
「
グ
リ

ー
ン
道
の
駅
」
と

し
て
共
通
ロ
ゴ
を

作
る
な
ど
企
画
、

年
一
回
は
集
ま
れ

る
人
だ
け
で
交
流

会
も
計
画
す
る
。

本
業
の
片
手
間
に

出
来
る
範
囲
で
の

企
画
か
ら
始
め

る
。「

学
び
の
場
」

へ
の
講
師
陣
も
、

国
交
省
や
道
路
関

係
者
は
「
道
の
駅

建
設
に
関
わ
っ
た
人
や
、
国

土
や
地
域
に
思
い
入
れ
の
あ

る
Ｏ
Ｂ
は
多
い
。
そ
ん
な
人

材
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
用

し
て
は
ど
う
か
」
と
話
す
。

ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
名
は
「
飛
び
出
せ
！
道

の
駅
」。

飛
び
出
そ
う
、
道
の
駅
新

時
代
へ
！

昨
秋
、
名
古
屋
で
国
際
航

路
協
会
１
２
５
周
年
記
念
式

典
が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
協

会
は
、
港
湾
や
航
路
な
ど
の

技
術
的
課
題
に
関
す
る
調
査

や
研
究
を
目
的
に
１
８
８
５

年
設
立
、
６５
カ
国
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

式
典
に
は
、
皇
太
子
殿
下

の
ご
臨
席
と
実
行
委
員
会
名

誉
会
長
の
前
原
国
土
交
通
大

臣
（
当
時
）
を
始
め
世
界
４１

カ
国
約
７
０
０
人
が
参
加
。

皇
太
子
殿
下
は
協
会
と
深
い

関
わ
り
も
お
持
ち
で
、
９０
年

に
大
阪
で
開
催
し
た
会
議
で

は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

留
学
中
に
研
究
さ
れ
た
「
テ

ム
ズ
川
の
水
運
史
」
に
関
連

し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

欧
州
は
ド
ナ
ウ
川
や
ラ
イ

ン
川
の
よ
う
な
国
際
河
川
や

運
河
を
利
用
し
た
水
運
「
舟

運
」
が
発
達
し
て
い
た
た

め
、
こ
の
協
会
は
当
初
輸
送

の
国
際
間
協
議
が
目
的
で
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

欧
州
を
代
表
す
る
オ
ラ
ン

ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
は
、

ラ
イ
ン
川
河
口
部
に
位
置

し
、
鉄
鉱
石
や
石
炭
な
ど
が

川
を
遡
上
し
、
ド
イ
ツ
の
ル

ー
ル
地
方
で
生
産
さ
れ
た
工

業
製
品
が
川
を
下
っ
て
海
外

へ
と
向
か
う
重
要
な
経
由
地

で
す
。
欧
州
の
河
川
は
、
勾

配
は
緩
や
か
で
川
幅
も
広

く
、
水
深
が
安
定
し
て
い
ま

す
。
下
る
船
の
運
航
は
流
れ

に
任
せ
る
超
省
エ
ネ
型
で
、

古
来
よ
り
人
流
や
物
流
の
交

通
路
、
「
河
の
道
」
と
し
て

発
達
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
合
で

は
、
全
長
４
８
０

０
㌔
㍍
の
国
際
河

川
メ
コ
ン
川
流
域

の
ベ
ト
ナ
ム
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ

ス
諸
国
も
参
加

し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
。
メ
コ

ン
川
の
舟
運
を
通

じ
、
古
く
か
ら
経

済
、
文
化
面
で
の

深
い
繋
が
り
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。我

が
国
の
舟
運

は
、
江
戸
時
代
に

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
が
、
明
治
の
鉄
道
網
の

発
達
と
と
も
に
衰
退
。
日
本

の
河
川
は
勾
配
が
欧
州
に
比

べ
、
１０
倍
以
上
の
急
峻
で
流

れ
が
速
く
、
土
砂
の
堆
積
な

ど
で
水
深
の
変
化
が
激
し
い

条
件
下
に
あ
り
ま
す
。

明
治
時
代
、
河
川
工
事
の

た
め
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人

技
師
デ
レ
ー
ケ
は
「
こ
れ
は

川
で
は
な
い
、
滝
だ
」
と
驚

愕
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
琵

琶
湖
か
ら
大
阪
湾
に
流
れ
込

む
淀
川
水
系
は
、
昔
は
京
都

と
大
阪
を
結
ぶ
重
要
な
河
の

道
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
豊
臣
秀
吉
が
伏
見
に
築

城
し
た
時
、
陸
上
と
河
川
の

交
通
を
城
下
に
集
中
さ
せ
る

た
め
伏
見
港
が
整
備
さ
れ
、

三
十
石
船
が
伏
見
～
大
坂
間

を
行
き
来
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
高
瀬
川
を

開
削
、
京
都
と
結
ば
れ
ま
し

た
。
伏
見
港
に
は
参
勤
交
代

の
大
名
が
立
ち
寄
る
た
め
本

陣
や
大
名
屋
敷
も
置
か
れ
、

坂
本
龍
馬
が
常
宿
と
し
た
船

宿
の
寺
田
屋
が
あ
っ
た
の
は

有
名
で
す
。
こ
の
港
は
歴
史

的
な
港
湾
と
し
て
保
存
さ

れ
、
今
も
港
湾
法
上
の
「
地

方
港
湾
」
で
す
。

千
葉
県
野
田
市
に
は
「
運

河
」
と
い
う
駅
名
が
あ
り
ま

す
。
名
の
由
来
で
あ
る
「
利

根
運
河
」
は
、
江
戸
時
代
に

東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
か

ら
、
房
総
半
島
を
廻
ら
ず
銚

子
か
ら
利
根
川
に
入
っ
て
遡

り
、
途
中
で
江
戸
に
下
る
江

戸
川
と
結
ぶ
ル
ー
ト
と
し
て

開
拓
さ
れ
た
も
の
で
す
。

各
地
で
活
躍
し
た
「
河
の

道
」
は
、
近
代
化
と
と
も
に

ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
ま
し
た

が
、
地
球
温
暖
化
の
現
在
、

世
界
で
は
省
エ
ネ
で

温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
策
の
輸
送
路

と
し
て
健
在
で
す
。

舟
運
は
、
自
然
が
人

類
に
与
え
て
く
れ
た

環
境
に
優
し
い
輸
送

手
段
だ
か
ら
で
し
ょ

う
。

�
沿
岸
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
・
八
尋
明
彦

環
境
に
優
し
い
舟
運

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加

国土緑化
推進機構

海
の
道

（６）

森
林
再
生
の
重
要
性
訴
え

間
も
な
く
１
０
０
０
駅

石野常務理事から緑の募金箱

付き新聞ラックの贈呈を受ける

柿田駅長（左）緑化の重要性を

アピールする青木常務理事

緑の募金 さらなる充実を

世界では健在「河の道」

道の駅グリーンプロジェクト

ゆるやかなネットワーク化へ
「飛び出せ！ 道の駅」

国民生活センター顧問

糠谷 真平

日
本
経
済
支
え
た
旧

筑
豊
炭
田

ド
ナ
ウ
川
の
水
中
翼
船
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興
福
寺
の
歴
史
は
焼
失
と

再
建
の
繰
り
返
し
。
シ
ン
ボ

ル
五
重
塔
や
隣
の
東
金
堂
も

５
回
焼
け
、
再
建
中
の
中
金

堂
は
今
回
が
８
度
目
。
そ
の

つ
ど
用
材
を
集
め
瓦
の
土
を

採
取
す
る
。
ま
さ
に
「
森
の

恵
み
、
地
の
恵
み
」
で
興
福

寺
が
あ
る
が
、
と
こ
ろ
構
わ

ず
樹
木
を
伐
採
す
る
の
で
な

く
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
。

お
堂
を
建
て
る
際
、
地
鎮

・
鎮
壇
を
し
、
地
の
神
に
建

物
の
永
遠
性
を
祈
る
。
自
然

へ
の
畏
敬
の
念
が
鎮
壇
に
含

ま
れ
て
い
る
。
寺
社
の
建
築

は
古
来
、
転
用
で
き
る
も
の

は
転
用
す
る
考
え
方
だ
。
奈

良
の
多
く
の
寺
は
飛
鳥
か
ら

移
っ
て
き
た
。
平
城
京
に
新

し
い
寺
を
造
営
す
る
に
も
、

前
身
寺
院
の
木
材
の
転
用
が

結
構
あ
っ
た
。

元
興
寺
の
禅
室
の
屋
根
裏

材
は
飛
鳥
時
代
初
期
に
伐
採

し
た
ヒ
ノ
キ
が
用
い
ら
れ
、

禅
室
が
飛
鳥
寺
か
ら
材
を
転

用
し
て
移
っ
て
き
た
。
平
城

京
の
朝
集
殿
が
唐
招
提
寺
の

講
堂
に
な
っ
た
の
は
有
名
。

明
治
以
後
も
、
興
福
寺
旧
一

乗
院
の
宸
殿
が
奈
良
地
方
裁

判
所
に
使
わ
れ
、
唐
招
提
寺

の
御
影
堂
に
。
仮
金
堂
も
薬

師
寺
の
旧
金

堂
の
材
を
譲

り
受
け
た
。

一
度
も
ら
っ

た
森
の
恵
み

を
な
る
べ
く

丁
寧
に
大
切

に
使
う
。
こ

れ
が
古
来
の

日
本
人
の
考
え
方
を
象
徴
的

に
表
し
て
い
る
。

神
聖
な
場

春

日

山

興
福
寺
の
近
く
に
春
日
山

が
あ
り
麓
に
春
日
大
社
が
あ

る
。
一
帯
は
古
来
極
め
て
神

聖
な
場
所
で
、
む
や
み
に
樹

木
を
伐
採
し
土
砂
を
採
る
な

ど
あ
り
得
な
い
。
春
日
山
の

尾
根
の
裏
の
花
山
が
春
日
社

や
興
福
寺
の
杣
山
に
な
っ
て

お
り
、
用
材
調
達
の
場
だ
。

春
日
山
一
帯
は
神
聖
だ
が
、

尾
根
か
ら
東
側
は
い
い
、
と

線
引
き
し
て
き
た
。

薪
能
は
全
国
に
４
０
０
以

上
あ
る
と
い
わ
れ
奈
良
が
発

祥
だ
が
、
奈
良
は
薪
御
能
と

い
う
。
同
列
に
扱
わ
れ
な
い

よ
う
「
御
」の
字
を
入
れ
た
。

薪
は
幽
玄
を
演
出
す
る
た
め

だ
が
、
奈
良
で
は
花
山
か
ら

神
聖
な
薪
（
御
薪
）を
運
び
、

興
福
寺
境
内
で
お
迎
え
す
る

儀
式
が
あ
る
。
神
様
か
ら
頂

戴
し
た
と
い
う
認
識
だ
。

春
日
山
一
帯
が
人
間
を
超

え
た
神
の
領
域
と
い
う
認
識

は
古
代
か
ら
受
け
継
が
れ
、

結
果
と
し
て
春
日
山
原
始
林

に
な
っ
て
い
る
。

人
間
は
あ
く

ま

で

一

員

現
世
は
人
間
の
都
合
が
再

優
先
だ
が
、
人
間
の
傲
慢
さ

が
表
れ
て
い
る
。
仏
教
で
は

人
間
は
自
然
の
一
員
。
虫
け

ら
か
ら
人
間
ま
で
生
き
物
、

命
あ
る
も
の
が
地
球
上
に
ひ

し
め
き
、
ひ
と
く
く
り
に「
衆

生
」
と
い
う
。
人
間
の
都
合

で
何
で
も
決
め
る
の
は
い
か

が
か
と
い
う
の
が
、
仏
教
な

ど
東
洋
の
考
え
方
だ
。

最
近
よ
く
「
自
然
に
優
し

く
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
。

「
自
然
に
優
し
く
し
て
あ
げ

る
」
意
味
だ
ろ
う
が
、
人
間

は
こ
こ
ま
で
傲
慢
に
な
っ
た

か
と
思
う
。
私
た
ち
は
自
然

の
中
の
一
員
だ
と
い
う
こ
と

を
も
う
一
度
取
り
戻
さ
な
い

限
り
、
自
然
を
保
護
す
る
と

い
っ
て
も
必
ず
破
綻
す
る
。

人
間
が
い
か
に
偉
大
で

も
、
自
然
の
中
に
い
る
限

り
、
自
然
は
人
間
の
都
合
を

寸
分
だ
に
斟
酌
し
な
い
。
自

然
は
そ
の
摂
理
で
動
い
て
い

る
。我

々
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
も
の
で
は
な
く
、
寄
り
添

っ
て
い
く
姿
勢
が
大
切
で
、

そ
こ
か
ら
す
べ
て
始
ま
る
。

自
然
は
怖
い
も
の
、
畏
怖
す

べ
き
も
の
で
、
同
時
に
敬
愛

の
対
象
で
も
あ
る
。

平城遷都１３００年の奈良文化財研究所・平城宮跡資料館で昨年１１月、国土緑化推進機

構など主催の「平城遷都１３００年に考える―古代の森 未来の森」シンポジウムが開か

れ、パネル討論などが行われた。基調講演で興福寺の多川俊映貫首は「人間は自然の

一員であり、自然に寄り添う姿勢、自然を畏怖し敬愛する姿勢を忘れてはいけない」

と警鐘を鳴らし、森づくりへ示唆に富む話を展開した。その講演要旨を紹介する。

２０１０年の１年間、奈良県の平城宮跡会場はじめ県内全域で１５００余の

地域イベントを繰り広げた「平城遷都１３００年祭」は、当初見込みの倍

以上、延べ約２０００万人が来場する盛況で海外にも大きな反響を呼び、

日本全国に古代のロマン志向を改めて花開かせる役割を果たした。

成
功
の
大
き
な
要
因
は
、

一
過
性
を
避
け
る
た
め
従
来

の
イ
ベ
ン
ト
が
パ
ビ
リ
オ
ン

な
ど
の
ハ
コ
も
の
で
有
料
入

場
者
を
当
て
込
む
方
式
中
心

だ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
は

復
原
し
た
第
一
次
大
極
殿
の

ほ
か
は
、
遣
唐
使
船
や
平
城

京
歴
史
館
、
な
り
き
り
体
験

館
程
度
に
抑
え
、社
寺
の「
秘

宝
秘
仏
公
開
」
な
ど
奥
深
い

奈
良
の
ホ
ン
モ
ノ
を
見
せ
る

豊
富
な
歴
史
・
文
化
遺
産
を

中
心
に
、
県
内
全
域
を
会
場

と
し
た
「
巡
る
奈
良
」
事
業

の
施
策
に
あ
る
。

特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
は
じ

め
市
民
ぐ
る
み
で
１
３
０
０

年
祭
を
盛
り
上
げ
た
こ
と

だ
。
奈
良
県
は
「
成
功
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
」と
、好
評
だ
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
今
後

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
る
。

敢
え
て
ソ
フ
ト
の
イ
ベ
ン

ト
を
重
視
し
た
新
ス
タ
イ
ル

は
、
県
民
、
社
寺
、
観
光
関

係
者
、
行
政
が
協
働
し
て
い

く
進
め
方
で
あ
り
、
今
後
の

博
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
方
向

性
を
示
唆
し
て
い
る
。

奈
良
県
や
同
協
会
な
ど
関

係
者
は
、
こ
の
成
功
を
１
年

だ
け
の
「
お
祭
り
」
に
終
わ

ら
せ
ず
、
平
城
宮
跡
会
場
の

主
要
施
設
を
引
き
続
き
公
開

し
、
県
内
各
地
の
豊
富
な
歴

史
・
文
化
遺
産
を
活
用
し
た

魅
力
的
イ
ベ
ン
ト
を
拡
大
継

承
す
る
。

中
で
も
、
古
事
記
完
成
か

ら
１
３
０
０
年
目
に
あ
た
る

年
を
来
年
に
控
え
「
記
紀
・

万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
ま
た
、
奈
良

県
中
和
地
域
の
自
然
、
歴

史
、
文
化
な
ど
の
魅
力
的
な

観
光
資
源
を
周
遊
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
『
大
和
浪
漫
回
廊

～
万
葉
集
・
古
墳
を
巡
る

～
』
が
始
ま
っ
て
い
る
。
∥

５
面
参
照

■
せ
ん
と
く
ん

〝
県
職
員
〟に

１
３
０
０
年
祭
の
公
式
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
大
活
躍
し
た
「
せ
ん
と

く
ん
」
も
今
年
、
県
職
員
に

な
り
魅
力
あ
る
古
都
奈
良
の

Ｐ
Ｒ
に
今
後
も
活
躍
す
る
。

今
ま
た
ま
さ
に
「
は
じ
ま

り
の
奈
良
」
と
し
て
新
た
な

奈
良
観
光
の
幕
が
開
く
。

平
城
遷
都
１
３
０
０
年

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平城遷都１３００年祭 イベント拡大継承

自
然
へ
の
畏
怖
忘
れ
ず
に

興
福
寺
貫
首
・
多
川
俊
映
さ
ん
講
演

「伐採」「保存」山に線引き

基調講演する興福寺の多川俊映貫首

興福寺五重塔

今
後
も
市
民
ぐ
る
み
で
Ｐ
Ｒ

天平行列（大極殿

前庭で）せんとく

んもいる道の駅「宇

陀路大宇陀」

寺
の
再
建

木
材
転
用
も

甦れ！鎮守の森
�

奈
良

室
生
寺
の
木
立
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２
０
１
１
年
は
国
連
が
決

め
た
「
国
際
森
林
年
」
だ
。

森
林
に
関
す
る
市
民
の
理
解

と
参
加
を
目
的
に
植
樹
、
森

林
祭
、
国
際
会
議
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
様
々
な
活
動
が

展
開
さ
れ
る
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ

ｆ
ｏ

ｒ

ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
」（
人
々

の
た
め
の
森
林
）
を
テ
ー
マ

に
、
森
林
の
持
続
可
能
な
経

営
、
保
全
な
ど
人
間
の
役
割

を
称
え
る
。
居
住
環
境
や
食

料
・
水
な
ど
の
供
給
、
生
物

多
様
性
保
全
、
気
候
変
動
緩

和
な
ど
森
林
の
多
面
的
機
能

が
人
類
に
欠
か
せ
な
い
と
訴

え
る
デ
ザ
イ
ン
だ
。

日
本
は
世
界
有
数
の
森
林

国
。
奈
良
時
代
か
ら
植
林
が

行
わ
れ
、
自
然
と
の
共
生
関

係
を
維
持
し
て
き
た
。
荒
れ

た
山
林
も
戦
後
、
一
貫
し
て

緑
化
を
進
め
豊
か
な
森
林
が

育
っ
た
が
、
森
林
と
人
間
と

の
共
生
関
係
は
、
更
に
進
化

す
る
必
要
が
あ
る
。

生
物
多
様
性
に
富
む
自
然

を
提
供
す
る
森
林
保
全
、
木

材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
へ
の

効
率
的
・
持
続
的
活
用
、
安

ら
ぎ
を
与
え
る
体
験
機
会
の

提
供
、
貴
重
な
淡
水
を
生
み

出
す
水
源

涵
養
、
災

害
か
ら
国

土
を
守
る

国
土
保
全

な
ど
を
国

民
の
理
解

と
協
力
で

進
め
る
努

力
が
不
可

欠
だ
。

世
界
で

は
大
規
模

な
森
林
破

壊

が

続

く
。
日
本
は
森
林
減
少
の
防

止
や
持
続
的
な
森
林
経
営
の

推
進
に
協
力
す
る
必
要
が
あ

り
、
様
々
な
活
動
を
進
め
る

多
く
の
人
を
支
援
す
る
こ
と

も
大
切
だ
。

政
府
は
国
際
森
林
年
を
推

進
す
る
国
内
委
員
会
を
軸
に

「
森
を
歩
く
」
を
テ
ー
マ

に
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
と
連

携
し
、
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。
行
政
や
学
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
国

際
交
流
、
森
林
を
守
り
活
用

す
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

を
支
援
し
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
す
る

取
り
組
み
、
森
林
・
木
材
に

つ
い
て
都
市
住
民
に
知
っ
て

も
ら
う
取
り
組
み
も
進
め

る
。美

し
い
森
林
の
写
真
や
森

林
に
関
す
る
芸
術
活
動
な
ど

も
理
解
を
進
め
る
ツ
ー
ル
。

国
際
森
林
年
を
機
に
森
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
、
森
林
を

持
続
的
に
保
全
・
利
用
す
る

契
機
に
し
た
い
。

道
の
駅
っ
て
楽
し
い
で
す
よ

ね
、
そ
の
土
地
の
味
に
出
合
え

る
か
ら
。
長
野
に
ア
ト
リ
エ
が

あ
る
の
で
毎
週
車
で
行
き
来
し

て
ま
す
が
、
高
速
道
路
だ
と
長

野
県
の
松
川
村
ま
で
ビ
ュ
ー
ン

と
行
っ
ち
ゃ
う
。
そ
こ
の
道
の

駅
の
ク
ル
ミ
の
飴
煮
が
お
い
し

い
の
。
途
中
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た

い
時
は
国
道
を
走
っ
て
山
梨
県

の
白
州
に
あ
る
道
の
駅
に
寄
り

ま
す
。
一
緒
に
行
く
犬
も
ね
、

道
の
駅
で
一
息
入
れ
る
と
落
ち

着
く
の
。
白
州
の
道
の
駅
は
名

水
を
持
ち
帰
れ
る
ん
で
す
よ
。

静
岡
県
の
朝

霧
高
原
や
天
城

峠
に
あ
る
道
の

駅
も
好
き
で
す
ね
。
お
い
し
い

ジ
ャ
ム
と
か
漬
物
、
わ
さ
び
コ

ロ
ッ
ケ
は
必
ず
買
い
ま
す
。
気

が
短
い
の
で
ぱ
っ
と
決
め
て
ぱ

っ
と
買
っ
て
、
気
に
入
る
と
み

ん
な
の
分
ま
で
注
文
し
ち
ゃ

う
。
北
海
道
で
見
つ
け
た
炒
り

ゴ
マ
の
ふ
り
か
け
も
そ
う
。
こ

れ
が
な
か
な
か
届
か
な
く
て
、

し
び
れ
を
切
ら
し
て
ラ
ベ
ル
を

見
た
ら
メ
ー
ド
イ
ン
静
岡
だ
っ

た
。
天
城
峠
の
道
の
駅
で
山
ほ

ど
見
か
け
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。

生
ま
れ
た
の
は
東
京
の
日
本

橋
で
す
。
ち
っ
ち
ゃ
い
時
は
三

越
の
ラ
イ
オ
ン
像
の
上
に
乗
っ

て
遊
ん
で
た
ん
だ
っ
て
。
ラ
イ

オ
ン
の
口
に
手
を
入
れ
る
と
悪

い
子
は
か
み
つ
か
れ
る
っ
て
い

う
ん
で
、
ウ
キ
ウ
キ
し
な
が
ら

手
を
入
れ
る
子
で
し
た
。
日
本

橋
の
欄
干
に
ロ
ウ
セ
キ
で
落
書

き
し
て
遊
ん
だ
り
ね
。

私
ぎ
っ
ち
ょ
（
左
利
き
）
な

ん
で
す
よ
。
う
ち
は
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
父
ち
ゃ
ん
と
ぎ
っ
ち

ょ
で
家
に
は
左
利
き
用
の
包
丁

や
急
須
が
あ
っ
た
し
、
お
父
ち

ゃ
ん
と
は
右
手
用
の
グ
ロ
ー
ブ

で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
し
て
た

の
。
小
学
校
に
上
が
る
時
に
お

母
ち
ゃ
ん
が
直
し
な
さ
い
っ

て
。
そ
し
た
ら
ど
も
る
よ
う
に

な
っ
て
、
６
年
生
ま
で
強
度
の

対
面
恐
怖
症
と
い
う
の
か
な
、

い
つ
も
学
校
か
ら
泣
い
て
帰
っ

て
来
て
ま
し
た
。

美
術
学
校
も
落
ち
た
し
試
験

と
か
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
い

ろ
い
ろ
落
っ
こ
ち
ま
し
た
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
子
ど
も
番
組
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
受
か
っ
ち
ゃ

っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
き

み
何
か
特
技
は
あ
る
か
い
と
聞

か
れ
て
思
わ
ず
「
両
手
で
絵
が

描
け
ま
す
」
っ
て
ね
。
そ
れ
か

ら
特
訓
し
ま
し
た
。
い
ま
お
箸

と
字
を
書
く
の
は
右
、
絵
と
力

仕
事
は
左
か
な
。
厳
し
く
て
つ

ら
か
っ
た
け
ど
、
両
利
き
に
な

れ
た
の
は
お
母
ち
ゃ
ん
の
お
か

げ
と
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
。

そ
し
て
も
う
一

つ
、
受
か
っ
た
の
が
未
来
劇
場

と
い
う
劇
団
。
毒
気
た
っ
ぷ
り

の
お
芝
居
と
、
日
本
で
は
珍
し

く
レ
ビ
ュ
ー
を
上
演
し
続
け
て

ま
す
。
昔
は
Ｓ
Ｋ
Ｄ
と
か
日
劇

ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
と
か
、
宝

塚
と
は
ま
た
違
う
大
人
の
シ
ョ

ー
が
見
れ
た
で
し
ょ
。
小
さ
く

て
も
劇
場
を
つ
く
り
た
い
で
す

よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
ワ
イ
ン
を
飲

み
な
が
ら
、
い
つ
で
も
き
れ
い

な
ダ
ン
サ
ー
の
シ
ョ
ー
を
楽
し

め
る
の
、
パ
リ
の
下
町
っ
ぽ
い

雰
囲
気
で
。
夢
で
す
ね
。

奈
良
県
は
「
ま
ほ
ろ
ば
の

国
・
奈
良
」
の
各
地
で
守
り

育
て
ら
れ
て
き
た
歴
史
・
文

化
遺
産
を
活
用
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
「
平
城
遷
都
１
３
０
０

年
祭
」
後
の
今
年
も
継
承
し

発
展
さ
せ
よ
う
と
、
様
々
な

趣
向
を
継
続
さ
せ
る
。

そ
の
中
、
奈
良
県
高
田
土

木
事
務
所
を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
い
る
『
大
和
浪
漫
回
廊

～
万
葉
集
・
古
墳
を
巡
る

～
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
情
報

が
、
県
内
の
道
の
駅
で
発
信

し
て
い
る
。

学
び
な
が
ら

ク
ル
マ
で
周
遊

古
墳
や
万
葉
歌
碑
が
数
多

く
あ
る
奈
良
県
中
和
地
域
を

舞
台
に
、
県
内
市
町
村
や
奈

良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研

究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
も

得
て
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
。
ク
ル
マ
利
用
者
ら
に

楽
し
く
、
有
意
義
に
学
び
な

が
ら
周
遊
し
て
も
ら
お
う

と
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
用

意
し
た
。

古
墳
・

万
葉
集
の
歌
碑

大
和
盆
地
に
点
在
し
て
い

る
古
墳
と
万
葉
集
の
歌
碑
を

組
み
合
わ
せ
、
古
代
の
ロ
マ

ン
に
思
い
を
馳
せ
て
も
ら
お

う
と
い
う
企
画
だ
。

「
万
葉
集
」
約
４
５
０
０

首
に
は
、
こ
の
地
の
自
然
や

愛
す
る
人
へ
の
思
い
が
数
多

く
詠
ま
れ
、
そ
の
ゆ
か
り
の

地
を
中
心
に
約
２
０
０
首
の

歌
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

大
和
青
垣
と
讃
え
ら
れ
る
大

和
盆
地
を
囲
む
山
々
は
、
藤

原
京
や
平
城
京
の
時
代
か
ら

つ
な
が
る
自
然
や
万
葉
人
の

息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
。

歌
碑
の
多
く
は
戦
後
建
立

さ
れ
、
地
域
の
人
々
の
自
発

的
な
掃
除
や
草
刈
で
守
ら
れ

て
き
た
。
川
端
康
成
、
棟
方

志
功
、
平
山
郁
夫
な
ど
著
名

人
の
筆
に
な
る
碑
も
多
い
。

同
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら
を
万

葉
歌
碑
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ま

と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

無
料
で
提
供

奈
良
県
は
、
古
墳
と
歌
碑

を
併
せ
エ
リ
ア
ご
と
に
紹
介

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
同
セ

ン
タ
ー
の
監
修
協
力
で
作

成
、
参
加
者
に
無
料
提
供
し

て
い
る
。

３
月
２７
日
（
日
）
ま
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
昨

年
の
１
３
０
０
年
祭
で
情
報

発
信
拠
点
に
も
な
っ
た
県
内

の
「
道
の
駅
」
や
西
名
阪
自

動
車
道
香
芝
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
な
ど
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
を
入
手

で
き
る
。

そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
２０
カ

所
の
観
光
案
内
所
や
博
物
館

な
ど
で
「
古
墳
カ
ー
ド
」
を

入
手
し
応
募
す
る
と
、
飛
鳥

米
な
ど
の
特
産
品
６
品
が
各

５
人
に
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
趣
向
も
あ
り
、
は
ず

れ
１
０
０
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
用
意
し
た
。
さ
ら
に
、

１８
種
類
あ
る
「
古
墳
カ
ー

ド
」
を
全
て
集
め
て
応
募
す

る
と
、
抽
選
で
１
名
に
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
賞
も
当
た
る
。

県
内
２３
カ
所
の
協
賛
レ
ン

タ
カ
ー
店
で
は
、
チ
ラ
シ
持

参
者
に
料
金
１０
％
引
き
サ
ー

ビ
ス
も
。

そ
の
他
に
も
、道
の
駅「
針

Ｔ
Ｒ
Ｓ
」
な
ど
で
、
観
光
ド

ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
の
配
布
や
、

電
子
掲
示
板
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
を
利
用
し
た
地
域
情

報
サ
ー
ビ
ス
も
継
続
さ
れ
て

い
る
。

国
際
森
林
年

「まほろばの国」巡る
キャンペーン

森
へ
の
理
解
深
め
よ
う

吉野千本桜

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
開
催

道
の
駅
で

情
報
サ
ー
ビ
ス

歴史・文化遺産活かす

私の道

パ
リ
下
町
風
の
劇
場
つ
く
り
た
い

詳しくは
『大和浪漫回廊』ホームページ
http://yamato-romankairo.com/
奈良女子大学古代学学術研究センター万葉歌碑データベース
http://www.nara-wu.ac.jp/kodai/gis/kahi/index.html

蘇我馬子の墓だといわれる古墳です。墳丘は下

段が高さ２～３m の方形で残っています。封土

が失われ巨大な横穴式石室が露出した特異な状

況から「石舞台」と呼ばれました。石室は粗く加

工した３０数個の花崗岩を積み上げて造られてい

ます。天井石が最も大きく約７７t もあり、石材

総重量は２３００t に及ぶともいわれ、当時の土木

・運搬技術の高さがうかがわれます。石室は全

長約２０m、玄室内部は長さ約７．７m、幅約３．４m、高

さ約４．８m と日本最大級です。一般公開され、石

室に入ることもできます。

石舞台古墳
［国特別史跡］

み
ず
も
り
・
あ
ど

歌
い
な
が
ら
両
手
で
絵
を
描
く
「
亜
土
た
ん
」
と
し
て
１
９
６
５
年
か
ら
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
た
の
し
い
き
ょ
う
し
つ
」
に
出
演
。
イ
ラ
ス
ト
を
配
し
た
文
房
具
や
雑
貨
は
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
商
品
の
先
駆
け
と
な
る
。
ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
劇
団
未
来
劇
場
で
は
年

２
回
舞
台
に
立
つ
ほ
か
主
宰
者
で
あ
る
夫
・
里
吉
し
げ
み
さ
ん
を
支
え
る
。
同
劇
団
の
第
２０
回
レ
ビ

ュ
ー
公
演
は
４
月
１５
日
か
ら
東
京
・
銀
座
博
品
館
劇
場
で
開
催
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

歌
手
、
舞
台
女
優

水
森
亜
土
さ
ん
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そ
も
そ
も
日
本
列
島
は
、

地
球
規
模
で
見
る
と
比
較
的

緯
度
の
低
い
所
に
あ
り
、
冬

の
寒
さ
と
い
う
意
味
で
い
え

ば
、
わ
が
国
よ
り
寒
い
地
域

は
多
い
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
（
ロ
シ
ア
）
、
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
（
カ
ナ
ダ
）
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
（
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
）
な
ど
、
こ
れ
ら
諸

外
国
の
大
都
市
の
冬
の
気
温

は
、
日
本
の
北
海
道
や
東
北

地
方
の
冬
の
気
温
と
比
べ
て

低
い
が
、
一
方
で
、
札
幌
や

青
森
の
よ
う
に
、
豪
雪
地
帯

に
大
都
市
が
存
在
し
て
い
る

国
は
ま
ず
な
い
。

積
雪
の
深
さ
で
は
な
く
、

降
雪
量
を
単
純
に
足
し
て
、

そ
の
冬
に
ど
の
く
ら
い
雪
が

降
っ
た
か
を
示
す
「
年
間
累

加
降
雪
深
」
が
７
㍍
を
超
え

る
と
こ
ろ
に
青
森
市
（
人
口

約
３０
万
人
）
が
あ
り
、
５
㍍

を
超
え
る
と
こ
ろ
に
札
幌
市

（
人
口
約
１
９
０
万
人
）
が

存
在
し
て
い
る
。

東
京
や
大
阪
な
ど
太
平
洋

側
の
地
域
に
暮
ら
し
て
い
る

と
実
感
は
乏
し
い
が
、
日
本

の
国
土
面
積
の
約
６０
％
は
積

雪
寒
冷
地
域
に
あ
る
。

そ
こ
に
は
全
人
口
の
約
２０

％
の
人
々
が
暮

ら
し
て
お
り
、

北
欧
４
カ
国
に

匹
敵
す
る
ほ
ど

の
経
済
規

模

（
国
内
総

生

産
）
が
あ
る
と

言
わ
れ
る
。
こ

の
積
雪
寒
冷
地

に
住
む
人
々
に

と
っ
て
雪
は
、

い
ろ
い
ろ
な
面

で
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
年
末
・

年
始
、
記
録
的

な
大
雪
が
山
陰

地
方
を
中
心
に
日
本
海
側
を

襲
い
、
交
通
麻
痺
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
切
断
、
集
落
の
孤

立
、
漁
船
の
転
覆
、
農
業
被

害
…
…
な
ど
、
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
。

被
害
や
影
響
を
受
け
た
人

の
中
に
は
、
正
月
を
田
舎
で

ゆ
っ
く
り
す
ご
そ
う
と
、
東

京
は
じ
め
都
会
か
ら
帰
省
中

の
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
太
平
洋
側

の
東
京
な
ど
で
は
晴
天
が
続

き
、
駅
伝
を
は
じ
め
と
す
る

新
春
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
行

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
海
を
対
馬
海
流
の
暖

流
が
北
上
し
て
流
れ
、
シ
ベ

リ
ア
寒
気
団
か
ら
の
風
が
吹

い
て
く
る
と
い
う
冬
の
気
象

条
件
を
前
提
と
す
れ
ば
、
国

土
を
縦
貫
す
る
脊
梁
山
脈
に

沿
っ
て
吹
き
上
が
っ
た
湿
っ

た
空
気
が
、
山
脈
の
日
本
海

側
で
雪
を
降
ら

す
の
は
当
然
の

摂
理
で
あ
る
。

こ
の
国
土
の

自
然
条
件
に
よ

っ
て
、
太
平
洋

側
で
暮
ら
す
人

々
は
穏
や
か
な

冬
晴
れ
の
下
で

快
適
に
生
活
で

き
、
逆
に
日
本

海
側
で
暮
ら
す

人
々
は
、
雪
と
向
か
い
合
わ

せ
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

明
治
維
新
以
降
、
日
本
人

の
多
く
は
積
雪
寒
冷
地
域
を

避
け
て
、
東
京
か
ら
静
岡
、

愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
岡
山
、

広
島
、
福
岡
と
い
っ
た
気
候

温
暖
な
地
域
を
居
住
地
と
し

て
選
択
し
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
地
域
は
、
年
間
を
通
じ
て

雪
は
ほ
と
ん
ど
降
る
こ
と
は

な
く
、
経
済
活
動
も
活
発

で
、
極
め
て
住
み
や
す
い
環

境
に
あ
る
。

し
か
し
、

だ
か
ら
と
い

っ
て
、
国
土
面
積
の
６
割
を

占
め
る
積
雪
寒
冷
地
域
に
積

極
的
に
働
き
か
け
て
い
か
な

け
れ
ば
、
冬
場
の
活
動
量
が

著
し
く
低
下
し
、
ひ
い
て
は

日
本
の
経
済
全
体
に
と
っ
て

も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
と

な
り
得
る
。

暖
か
く
な
れ
ば
消
え
て
し

ま
う
雪
で
は
あ
る
が
、
除
雪

す
る
た
め
の
費
用
は
必
要
だ

し
、
雪
に
備
え
る
た
め
の
防

雪
柵
や
な
だ
れ
防
止
柵
、
流

雪
溝
・
踏
面
散
水
装
置
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
の
集
積
は
欠
か

せ
な
い
。

グ
ラ
フ
・
写
真（
上
左
３
点
）

∥
出
典

国
土
交
通
省
資
料

細雪（ささめゆき）、粉雪（こなゆき）、淡雪（あわゆき）、牡丹雪（ぼたんゆき）、綿雪（わたゆき）、里雪（さ

とゆき）、名残雪（なごりゆき）、雪月夜（ゆきづきよ）、雪化粧（ゆきげしょう）……。

日本は外国に比べて「雪」にまつわる言葉が多く、英語の「Ｓｎｏｗ」に関連する言葉の数と比較しても、日

本の「雪」にまつわる言葉の方が圧倒的に多い。私たち日本人が「雪」と深く関わって生きてきた証であり、「雪」

は日本文化にとって欠くことのできない要素である。しかし……。

九
州
道
の
鳥
栖
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か

ら
大
分
道
で
１
時
間
ほ
ど
の

距
離
に
あ
る
玖
珠
Ｉ
Ｃ
で
降

り
る
と
、
Ｉ
Ｃ
出
口
正
面
に

道
の
駅
「
童
話
の
里
く
す
」

が
あ
る
。
立
ち
寄
っ
て
観
光

情
報
で
目
に
と
ま
っ
た
の

は
、
レ
ト
ロ
な
鉄
道
の
機
関

庫
を
紹
介
し
た
綺
麗
な
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
ミ
ラ

ノ
・
ス
カ
ラ
座
の
歌
劇
場
に

も
似
た
湾
曲
し
た
ラ
イ
ン
が

美
し
い
。

こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
機

関
庫
は
扇
形
機
関
庫
と
い
わ

れ
、
日
本
に
数
棟
し
か
残
っ

て
い
な
い
。
有
名
な
の
は
京

都
に
あ
る
梅
小
路
の
機
関
区

だ
が
、
そ
の
よ
う
な
車
庫
が

九
州
・
玖
珠
の
豊
後
森
駅
に

も
あ
る
と
い
う
。
道
の
駅
か

ら
豊
後
森
駅
ま
で
は
国
道
３

８
７
号
で
５
分
と
か
か
ら
な

い
。
ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し

て
み
よ
う
と
思
い
立
つ
。

周
囲
に
高
層
建
築
物
が
な

い
こ
と
も
あ
り
、
扇
状
に
旋

回
す
る
車
庫
は
遠
く
か
ら
み

て
も
目
立
つ
。
す
で
に
長
い

年
月
の
風
雪
に
耐
え
た
色
合

い
と
な
っ
て
い
て
、
す
っ
か

り
廃
墟
に
な
っ
て
い
る
が
、

近
づ
い
て
見
る
と
退
廃
的
な

印
象
は
感
じ
さ
せ
な
い
。
転

車
台
の
周
辺
は
草
が
刈
り
こ

ま
れ
、
秋
の
コ
ス
モ
ス
が
風

に
揺
れ
て
い
た
。
地
元
の
人

の
手
に
よ
る
行
き
届
き
が
、

逆
に
円
形
車
庫
の
良
さ
を
浮

き
上
が
ら
せ
て
い
る
よ
う
に

思
え
た
。

豊
後
森
駅
に
由
布
院
へ
向

か
う
リ
ゾ
ー
ト
列
車
が
入
線

し
て
き
た
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の

音
が
、
煙
を
た
な
び
か
せ
る

よ
う
に
尾
を
引
き
な
が
ら
走

る
の
ど
か
さ
だ
。
こ
の
路
線

（
久
大
本
線
）
は
非
電
化
だ

が
観
光
集
客
性
で
は
、
九
州

随
一
の
路
線
に
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
由
布
院
ま
で

は
厳
し
い
勾
配
に
な
っ
て
ゆ

く
。
か
つ
て
豊
後
森
の
役
目

は
、
そ
の
中
継
地
点
と
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
の
補
給
源

と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

蒸
気
機
関
車
の
時
代
に
は

「
顔
」
の
向
き
を
変
え
る
た

め
絶
対
に
必
要
で
あ
っ
た
回

転
台
も
、
動
力
が
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
動
や
電
気
機
動
と
な
っ

て
、
入
れ
替
え
る
必
要
が
な

く
な
っ
た
。
技
術
方
式
が
変

わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
の
イ
ン
フ
ラ
が
一
転
し

て
不
要
に
な
る
。
鉄
道
界
で

象
徴
的
な
出
来
事
が
そ
の
転

車
台
に
も
見
て
取
れ
る
。
日

本
に
は
数
カ
所
し
か
残
さ
れ

て
い
な
い
ほ
ど
の
徹
底
し
た

淘
汰
は
、
時
代
の
趨
勢
と
い

え
よ
う
か
。

こ
こ
を
訪
れ
た
数
日
後
、

秋
の
鉄
道
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
聞

い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
錆

び
つ
い
て
動
か
な
か
っ
た
転

車
台
が
、
綺
麗
に
手
入
れ
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
力

で
も
回
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

（
国
道
愛
好
家
・
松
波
成

行
）

雪
に
埋
も
れ
た
民
家

わ
が
国
、

国
土
の
す
が
た

列島保全
への課題

大
分
「
童
話
の
里
く
す
」

⑤
積
雪
寒
冷
地
に
暮
ら
す

国土面積の約６割が積雪寒冷地域

豊後森の
レトロな機関庫

欠
か
せ
な
い
雪
へ
の
備
え

冬
期
の
豪
雪

国
民
生
活
に
大
き
な
影
響

除雪車による除雪作業

累積降雪深の多い地域の
存在する都市は世界的に珍しい

雪国に多くの人が住む
世界でもまれな日本

ロードヒーティング整備済みの道路

防雪施設のスノーシェッド
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高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
が
遅
れ
る
宮
崎
県
は
、

東
九
州
自
動
車
道
の
全
線
開

通
が
悲
願
。
高
鍋
Ｉ
Ｃ
（
同

県
高
鍋
町
）
～
西
都
Ｉ
Ｃ（
西

都
市
）
１２
・
１
㌔
が
昨
年
７

月
、
門
川
Ｉ
Ｃ
（
門
川
町
）

～
日
向
Ｉ
Ｃ
（
日
向
市
）
１３

・
９
㌔
が
１２
月
に
開
通
し
一

歩
前
進
。
都
農
Ｉ
Ｃ
（
都
農

町
）
～
高
鍋
Ｉ
Ｃ
が
１２
年
度

中
、
日
向
Ｉ
Ｃ
～
都
農
Ｉ
Ｃ

が
１３
年
度
中
に
開
通
予
定

で
、
北
九
州
～
大
分
～
延
岡

～
宮
崎
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
ま
で
あ
と
一
息
だ
。

民
営
化
後
の
規
模

縮
小
に
危
機
感

旧
日
本
道
路
公
団
時
代
に

都
農
～
高
鍋
間
に
計
画
さ
れ

た
川
南
Ｓ
Ａ
は
民
営
化
後
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
給
油
所
は
交

通
量
が
少
な
く
採
算
が
取
れ

な
い
と
、
Ｐ
Ａ
に
規
模
を
縮

小
。
地
元
は
、
高
速
道
路
の

魅
力
も
地
域
と
の
関
係
も
薄

れ
て
し
ま
う
と
心
配
し
た
。

東
九
州
道
で
飲
食
・
情
報

・
給
油
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の

は
大
分
県
別
府
市
の
別
府
湾

Ｓ
Ａ
だ
け
。
飲
食
サ
ー
ビ
ス

は
都
城
市
の
宮
崎
自
動
車
道

山
之
口
Ｓ
Ａ
ま
で
２
５
０
㌔

離
れ
、
情
報
・
給
油
サ
ー
ビ

ス
は
九
州
自
動
車
道
に
繋
が

っ
て
も
３
４
５
㌔
先
の
鹿
児

島
県
の
桜
島
Ｓ
Ａ
だ
。

旧
公
団
時
代
は
必
要
機
能

を
一
定
間
隔
で
作
る
国
の
基

準
が
あ
り
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
は

１５
～
２５
㌔
、
給
油
所
は
５０
～

６０
㌔
、
Ｓ
Ａ
は
５０
～
１
０
０

㌔
間
隔
で
整
備
さ
れ
た
。
高

速
道
路
建
設
の
採
算
性
が
最

優
先
の
現
状
で
は
高
速
道
路

会
社
は
動
け
な
い
。

川
南
、
都
農
、
高
鍋
、
新

富
、
木
城
の
５
町
と
商
工
会
、

観
光
協
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
は
危

機
感
を
募
ら
せ
、
県
や
国
土

交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
に

働
き
か
け
「
川
南
Ｐ
Ａ
利
活

用
検
討
協
議
会
」を
発
足
。

「
地
域
主
体
で
利
用
者
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
企
画
、
経
営

す
る
休
憩
・
サ
ー
ビ
ス
施
設

に
す
べ
き
だ
。
知
恵
を
絞
り

進
化
し
た
Ｐ
Ａ
を
」
と
、
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
に
計
画
変

更
の
基
本
的
賛
同
を
得
た
。

施
設
活
か
し
地
域
振

興
・
高
速
利
用
者
増

同
協
議
会
事
務
局
の
川
南

町
や
同
県
高
速
道
対
策
局
は

「
休
憩
・
サ
ー
ビ
ス
施
設
は

地
域
と
の
連
携
・
協
働
が
不

可
欠
。
施
設
の
活
性
化
が
地

域
振
興
や
高
速
道
路
の
利
用

者
増
に
繋
が
る
。
地
域
な
ら

で
は
の
伝
統
、
味
も
提
供
す

る
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｐ
Ａ
に
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

微
細
な
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
活

用
し
て
人
や
物
の
多
様
な
動

き
を
見
守
っ
た
り
記
録
す
る

日
本
発
の
新
し
い
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
「
ユ
ビ
キ

タ
ス
Ｉ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
急
速
に
具
体
化
し
て
い

る
。
２
０
１
１
年
は
進
化
し

た
技
術
に
よ
る
実
証
実
験
も

首
都
圏
な
ど
で
ス
タ
ー
ト

し
、
海
外
の
導
入
も
広
が
り

そ
う
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
携
帯

電
話
や
各
種
家
電
の
組
み
込

み
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
Ｔ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
を
採
用
し
て
い
る
企
業

や
研
究
機
関
を
中
心
に
、
公

共
団
体
も
協
力
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
は
東

京
大
学
の
坂
村
健
教
授
が
８０

年
代
か
ら
提
唱
、
無
償
公
開

し
て
い
る
新
し
い
概
念
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
Ｏ
Ｓ
。

昨
年
末
の
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
シ
ョ

ー
展
示
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

坂
村
教
授
の
基
調
講
演
な
ど

に
よ
る
と
、
新
た
な
主
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
の

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
応
用
す
る

ス
マ
ー
ト
社
会
づ
く
り
だ
。

道
路
な
ど
埋

設
物
管
理
に

例
え
ば
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
目
や
勘

を
頼
り
に
手
間
も
コ
ス
ト
も

か
か
っ
た
道
路
施
設
の
安
全

点
検
効
率
化
の
た
め
橋
梁
な

ど
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
埋
め
、

誰
が
い
つ
ど
ん
な
材
料
で
造

っ
た
か
な
ど
の
情
報
を
携
帯

端
末
で
読
む
「
ユ
ビ
キ
タ
ス

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
シ
ス
テ

ム
」
導
入
を
進
め
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
般

道
も
含
め
た
導
入
促
進
実
験

で
、
一
つ
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
で

広
く
的
確
な
情
報
を
読
み
取

り
、
道
路
施
設
の
ほ
か
上
下

水
道
、
電
気
な
ど
多
く
の
埋

設
物
維
持
管
理
な
ど
で
、
何

度
も
掘
り
返
さ
な
い
よ
う
目

指
し
て
い
る
。

坂
村
教
授
は
、
新
し
い
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
普
及
さ
せ
る
に
は

「
法
制
度
な
ど
誰
に
も
受
け

入
れ
ら
れ
る
共
通
ル
ー
ル
整

備
が
不
可
欠
」
と
言
う
。

国
交
省
が
東
京
な
ど
各
地

で
実
証
実
験
を
進
め
て
い
る

「
自
律
移
動
支
援
シ
ス
テ

ム
」
も
、
道
路
な
ど
に
埋
め

込
む
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
以
外
の
Ｇ

Ｐ
Ｓ
衛
星
情
報
、
携
帯
電
話

用
無
線
、
赤
外
線
な
ど
様
々

な
情
報
を
一
つ
の
携
帯
端
末

で
利
用
で
き
る
よ
う
ル
ー
ル

作
り
を
進
め
る
。
障
害
者
の

た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ

プ
が
簡
便
に
入
手
で
き
る
よ

う
に
す
る
研
究
会
も
関
係
省

庁
や
企
業
で
発
足
さ
せ
る
。

様
々
な
薬
に
個
別
識
別
情

報
を
付
け
、
い
つ
ど
こ
で
ど

ん
な
症
状
の
と
き
調
剤
し
て

も
ら
っ
た
か
、
他
の
薬
と
飲

み
合
わ
せ
て
大
丈
夫
か
な
ど

の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
実
証

実
験
を
東
大
付
属
病
院
な
ど

で
開
始
。
カ
ル
テ
に
書
く
様

々
な
情
報
と
照
合
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
し
て
い
る
。

高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
や
Ｐ
Ａ
の
建
設
を
高
速
道
路
会
社
だ
け
に
任
せ
ず
、
自
治
体

を
中
心
に
地
域
主
体
で
進
め
る
動
き
が
あ
る
。
整
備
中
の
東
九
州
自
動
車
道
で
は

宮
崎
県
内
５
町
が
連
携
し
、
高
速
道
路
会
社
の
計
画
を
変
更
し
て
新
た
な
「
地
域

主
体
型
Ｐ
Ａ
」
の
開
設
準
備
を
始
め
、
他
の
地
域
も
注
目
し
て
い
る
。

新
型
Ｐ
Ａ
づ
く
り
の
熱
気

は
、
都
農
町
と
同
町
商
工
会

関
係
者
を
中
心
に
「
道
の

駅
」
開
設
運
動
に
も
波
及
し

た
。
一
体
は
日
向
灘
に
面
す

る
港
町
。
フ
グ
や
伊
勢
エ
ビ

な
ど
海
の
幸
は
じ
め
、
３０
余

の
瀑
布
群
と
同
県
出
身
の
歌

人
若
山
牧
水
が
愛
し
た
尾
鈴

山
、
日
向
国
一
之
宮
都
農
神

社
な
ど
、
地
域
観
光
資
源
は

豊
富
だ
が
、
中
心
市
街
地
は

落
ち
込
み
が
目
立
つ
。

地
域
主
体
で
川
南
町
に
開

設
し
よ
う
と
奔
走
中
の
Ｐ
Ａ

と
連
動
さ
せ
、
道
の
駅
開
設

を
「
地
域
活
性
化
の
核
に
」

と
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
そ

こ
へ
口
蹄
疫
災
禍
。
被
害
回

復
が
急
務
と
な
り
、
商
工
会

が
求
め
て
い
た
道
の
駅
構
想

が
一
気
に
始
動
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
で

は
、
宮
崎
～
延
岡
を
結
ぶ
国

道
１０
号
の
重
要
性
は
東
九
州

道
開
通
後
も
変
わ
ら
な
い

と
、
市
街
地
に
近
い
沿
道
約

２
・
５
㌶
に
多
機
能
な
道
の

駅
を
早
急
に
開
設
、
地
域
住

民
も
利
用
し
や
す
く
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
た
。

特
産
品
直
販
施
設
は
、
都

農
漁
港
の
鮮
魚
や
毒
が
な
く

美
味
で
人
気
ブ
ラ
ン
ド
の
金

フ
グ
が
売
り
。
地
元
農
家
と

町
が
開
発
し
「
世
界
の
ワ
イ

ン
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ

た
都
農
ワ
イ
ン
も
看
板
だ
。

山
形
県
天
童
市
で
開
い
た

「
平
成
鍋
合
戦
」
で
携
帯
電

話
投
票
１
位
に
な
っ
た
「
都

農
ト
マ
ト
鍋
」
も
商
品
化
。

同
町
総
合
政
策
課
は
「
町

ぐ
る
み
で
ア
イ
デ
ア
を
練
っ

て
い
る
。
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー
宮
崎
実
験
線
の
高
架
を

活
用
し
た
太
陽
光
発
電
は
、

エ
コ
タ
ウ
ン
を
目
指
す
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
生
か
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

最
近
新
聞
紙
上
に
よ
く
登

場
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
。

正
式
名
称
は
「
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
」
で
、

日
本
が
参
加
し
た
場
合
の
国

内
農
業
が

受
け
る
打

撃
と
不
参

加
の
場
合

の
経
済
的

損
失
が
議

論
の
中
心

だ
。
議
論

の
展
開
や

農
業
団
体

や
国
会
議

員
の
動
き

を

見

る

と
、
１
９
９
３
年
の
ガ
ッ
ト

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉

と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
。

「
米
を
一
粒
た
り
と
も
入

れ
な
い
」
と
ム
シ
ロ
旗
を
立

て
て
交
渉
し
た
結
果
、
ど
う

な
っ
た
か
。
関
税
化
の
対
価

に
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を

受
け
入
れ
た
が
、
そ
の
選
択

に
は
米
価
下
落
と
い
う
シ
ナ

リ
オ
は
無
か
っ
た
。
米
価
は

当
時
の
２
万
４
０
０
０
円
か

ら
、
今
や
１
万
２
０
０
０
円

に
半
減
し
て
い
る
。

食
用
に

回
さ
な
い

は
ず
の
ミ

ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
米

は
４０
万
㌧

か
ら
８０
万

㌧

に

倍

増

。

結

果
、
稲
作

農
家
の
後

継
者
は
育

た
ず
、
減

反
政
策
の
先
行
き
も
見
え
な

い
。
戸
別
所
得
補
償
に
展
望

を
見
出
そ
う
に
も
米
価
下
落

の
後
押
し
を
し
て
い
る
始
末

だ
。生

物
多
様
性
に
影
響

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
議
論
は
農
業

問
題
だ
け
で
な
く
生
物
多
様

性
の
問
題
で
も
あ
る
。
参
加

に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
水
田
が

１
０
０
万
㌶
に
な
る
と
、
５

６
６
８
種
の
田
ん
ぼ
の
生
き

も
の
が
棲
家
を
失
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
、

日
本
の
水
田
や
農
地
が
保
全

さ
れ
る
方
策
は
何
か
。
財
源

は
ど
う
確
保
す
る
か
。
参
加

に
よ
っ
て
活
性
化
す
る
で
あ

ろ
う
経
済
界
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
可
能
か
。

国
民
は
安
い
輸
入
農
産
物

と
、
自
分
の
周
辺
の
命
を
育

ん
で
い
る
国
産
農
産
物
を
価

格
だ
け
で
比
較
す
る
の
か
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
議
論
か
ら
、

農
業
と
経
済
と
生
き
も
の
が

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関
係
に

な
れ
る
か
見
え
て
く
る
。

（
原
耕
造
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生

物
多
様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
理
事
長
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
４
月
か

ら
新
番
組
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断

こ
こ
ろ
旅

～
春
編
～
」
が
始
ま
る
。
旅
の
手
が
か
り

は
視
聴
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
１
通
の
手

紙
。
こ
の
手
紙
を
も
と
に
ル
ー
ト
を
決

め
、
俳
優
・
火
野
正
平
が
日
本
列
島
を
自

転
車
で
縦
断
す
る
。

番
組
で
は
京
都
・

福
井
・
石
川
・
富
山

・
新
潟
な
ど
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

募
集
中
。
詳
細
は
全

国
道
の
駅
に
配
布
予

定
の
番
組
チ
ラ
シ
、

又
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
。

本
放
送
に
先
駆
け

２
月
に
特
別
番
組

「
長
崎
編
」
が
放
送

さ
れ
る
。

東京都共同募金会は３月末

まで、企業を中心に物品寄付

を呼び掛けている。赤い羽根

で知られる共同募金も、物品

寄付はなじみが薄いが、経済

状況が厳しいおり、寄付の拡

大に期待が集まる。

仕組みは、同会が福祉施設

などが希望する家電製品など

物品をリストアップ、新品に

限られるが企業は型落ちや荷

崩れなどで販売が難しくなっ

た物品を同会に寄付、同会が

施設に配分する。

企業も寄付物品を全額損金

処理出来るのがメリット。大

型機器の場合、輸送費や設置

費も認められる可能性があ

る。在庫が利益につながり、

社会的貢献にもなる。

◇ ◇ ◇

■問い合わせ

東京都共同募金会

☎０３－５２９２－３１８１
２月１４日（月）～１８日（金）７：４５～７：５５

２月１５日（火）～１８日（金）１８：００～１８：３０

http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

Ｔ Ｐ Ｐ
参加問題

ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ

ラ
ウ
ン
ド
に
酷
似

「こころの風景」が映像でよみがえる

手紙でたどる にっぽん列島

地域主体 ＰＡ開設準備
宮崎県内の５町連携

ＮＨＫＢＳ-ｈｉ
「にっぽん縦断 こころ旅 ～長崎～」

外圧と内圧を調整できなかった

あなたの

変更計画（案）

当初計画

Ｐ
Ａ
づ
く
り
で
地
域
活
性

「
道
の
駅
」開
設
に
も
波
及

東 九 州
自動車道

続
々
と
開
通
す
る
東
九
州
自
動
車
道

東
京
都
共
同
募
金
会

３月末
ま で

物
品
寄
付
を

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
」
具
体
化
へ

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
で
社
会
見
守
る

トロンショーで講

演する坂村教授
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同市野辺の世界の民俗人形博物館（大人５００円、小中学

生１００円）では１月２９日～４月１０日まで３０段飾り千体ひな

祭り＝写真＝を開催する。市内の商店なども３月にはひな

人形を店頭に並べる。

北信濃の各地にはおひな様を飾る伝統があり、須坂、小

布施、山ノ内、松代、中野、千曲の６市町は、ぶらり北信

濃ひな巡りイベントを３月３日～４月３日まで繰り広げ

る。（長野道須坂長野東ＩＣから村山小布施線）

紅花の集積地として栄えた同町谷地で、４月２、３の両

日開かれる谷地のひな市＝写真＝は４００年の伝統を誇る。

ひな市にあわせ、紅花資料館（大人４００円、高校生１５０円、

小中学生７０円）やおひな様

展示会場、旧家５軒（一部

有料）のひな飾りが公開さ

れる。旧家に現存する享保

雛や古今雛などには、美術

書の巻頭を飾る折紙つきの

逸品が含まれている。

３月から４月にかけ同県

内では酒田市中心の酒田ひ

な街道、鶴岡市中心の鶴岡

ひな街道が観光客でにぎわ

う。（山形道東根ＩＣからＲ２８７）

平安時代からの歴史がある「ひな祭り」。
そく たい い しょう じゅう に ひとえ

主役のおひな様は束帯衣装、十二単が主流だ

が、その姿は立ちびな、座りびなをはじめ、

吊るしびな、流しびななどさまざま。和紙、

陶器など素材も変化に富んでいる。南からゆ

っくり北上してくる春を待ちながら、おひな

様は出番の季節を迎

えようとしている。

道の駅から訪ねる今

年話題のひな祭り１５

選を特集する。

奈良時代から瀬戸内海の港として栄えた同市室津では、

真夏の８月下旬に「八朔のひな祭り」が開かれる。

４４０年前、室津の室山城が宿敵の急襲を受け落城。城主

の弟の婚礼の夜で、花嫁も亡くなり、鎮魂のため半年遅れ

のひな祭り風習が残った。民家約３０軒が秘蔵の人形を飾

り、観光客を迎える。（山陽道龍野ＩＣからＲ１７９）

同町大南の砥部焼伝統産業会館（大人３００円、学生２００円、

小人１００円）で２月５日～３月６日まで砥部焼のおひな様

＝写真＝が展示される。

今年で５回目、陶芸作家

約１０人が苦心のおひな様を

出品するが、モチーフや大

きさもバラエティーに富ん

でおり、焼き物の町らしい

ひな祭りとなる。（松山道

松山ＩＣからＲ３７９）

水郷のさげもん

うさぎのおひな様

陶器のひな人形

ひな祭りで町起こし

流しびな

真夏のひな祭り

家宝のおひな様

宿場町の土びな

おひな様のギャラリー

小見出しは話題のひな祭

り、所在地、最寄りの道の駅、

駅の電話番号の順。文末のカ

ッコ内は、高速道路ＩＣから

道の駅に至る主なルート。

同市中心街を舞台に北原白秋記念館（大人４００円、小人

１５０円、学生３５０円）、商店、個人住宅など約５０カ所で水郷

・柳川独特の

ひな飾りであ

る「さげもん」

が展示 さ れ

る。

２月１１日の

おひな様始祭

で開幕し、３

月８日のおひ

な様水上パレ

ード＝写真、

締めくくりの

４月３日の流

しびな祭りま

で市内はひな

祭り一色とな

る。（九州道

八女ＩＣから

Ｒ３）

近江商人のふるさと・同市五個荘で２月１日～３月２７日

まで、外村繁邸、外村宇兵衛邸、中江準五郎邸（３館共通

で大人６００円、小人３００円）など８カ所で、江戸時代から受

け継がれてきた家宝のおひな様約１００組が展示される。

２月１９、２０日には外村繁邸で町の観光大使、地元の専門

学校生がお姫様や五人官女にふん装した人間ひな祭り＝写

真＝も開かれる。（名神高速八日市ＩＣからＲ３０７）

同市水沢の武家住宅資料館（無料）では２月１日～３月

１３日まで、水沢駅通り商店街、個人の住宅など約２０カ所で

は２月２６日～３月

３日まで、それぞ

れくくりびなを展

示する。

くくりびなは厚

紙の上に綿を載

せ、布で包んで押

し絵に仕上げたお

ひな様。その背面

に竹の串が付けら

れ、木製の台に串

を刺して飾る珍し

いおひな様＝写

真。（東北道水沢

ＩＣからＲ３４３）

３月３日～７日まで、町並み保存地区の同市新町商店街

を中心に郷土資料館（２００円）、商店、個人住宅約１６０カ所

でひな人形が飾られる。

同市勝山は出雲街道の宿場、町起こしイベントとして始

まったひな祭りは１３回目。年々有名になり、いまでは観光

バス利用のツアー客も集まり、４万人を超える人出となっ

ている。（中国道北房ＩＣからＲ３１３）

春色の道の駅

３０段飾り千体ひな祭り

百段階段にひな人形

伝統４００年のひな市

珍しいくくりびな

大名家のひな人形

同町大子の十

二所神社で２

月２７日、百段階

段ひな人形展

が開かれる。全

部で１０１段ある

階段はおひな様

で埋まる＝写

真。

同町商工会女

性部が主催する

イベント、家庭

から寄贈された

約１５００体のひな

人形が年に一日

だけの晴れ舞台

に登場する。地

元の商店約７０店

も店頭におひな

様を展示する。

（常磐道那珂Ｉ

ＣからＲ１１８）

おひな様約１０００体を展示している同市用瀬の流しびなの

館（大人３００円、高校生以下と７０歳以上無料）では、４月

５日（旧暦３月３日）に流しびな行事＝写真＝を開催する。

男女一対の

和紙のおひな

様や桃の小枝

をさんだわら

（米俵の両端

に当てる円形

のわ ら の ふ

た）に乗せ、

近くの千代川

に流す。災厄

を水に流し無

病息災を祈願する情緒豊かな民俗行事。例年８０００人を超え

る人出でにぎわう。（鳥取道河原ＩＣからＲ５３）

やまちょうすじ

３月１２、１３日に同市山町筋一帯で集中展示会場３カ所、

商店、住宅など約１００カ所でおひな様が展示され〝おひな

様の町並みギャラリー〟となる。

山町筋は旧北国街道に沿って土蔵造りの家並みが残り、

重要伝統的建造物群保存地区に指定されている。（能越道

高岡ＩＣからＲ８）

銀世界の北海道で、一足早く春を感じられるのは駅のあ

る伊達歴史の杜総合公園内の伊達市開拓記念館に展示され

ている伊達家のひな人形。

明治初期、宮城県から移住した亘理伊達家（仙台伊達藩

の支藩）に伝わる伝統びなが展示されており、北海道では

珍しい大名家のひな人形を見ることができる。３月３日は

大人も子供も入館料が無料になる。（道央道伊達ＩＣから

Ｒ３７）

木曽路の入り口に位置する同駅では２月初旬から４月ま

で、地元の旧家から駅に寄贈された明治時代の土びな約３０

体を展示する。

土びなは彩色されたものや素朴な素焼きで、内裏様や乃

木将軍など明治時代の偉人像も含まれている。同時に紅白

の餅を花に見立て、木の枝に飾りつけた華やかな花餅飾り

で駅を春色にする。（中央道中津川ＩＣからＲ１９）

２月１９日～３月６日まで、村上医家史料館（祭り期間中

は１２０円）、中津市歴史民俗資料館（無料）をはじめ、ＪＲ

中津駅から諸町周辺を中心に約４０カ所で城下町らしいおひ

な様や創作びなが展示される。

江戸時代からの豪華なおひな様や庶民に親しまれた一文

びなが並び、「久留米がすり菜花」では干支にちなんだうさ

ぎのおひな様を展示即売する。（大分道日田ＩＣからＲ５００）

２月５日～３月６日まで、同市足助で江戸時代から平成

まで、さまざまな年代のおひな様が展示される。

土びな約１００体が飾られる本町区民館や田町交流館、中

馬館、足助交流館（すべて無料）、民家など約１４０カ所が会

場となる。足助は古い町並みが続く中馬街道の宿場町、塩

の道でもあった。（東海環状道豊田勘八ＩＣからＲ１５３）
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８
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高
速
道
路
な
ど
の
有
料
道
路
を

通
過
す
る
際
に
、
少
し
徐
行
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
止
ま

っ
て
現
金
の
や
り
と
り
を
す
る
こ

と
な
く
料
金
の
支
払
い
が
で
き
る

Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
著
し
く
普
及
し
て
い
ま

す
。
バ
イ
ク
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者
も

急
増
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク
の
場

合
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
に
よ
る
利
便

性
の
向
上
が
自
動
車
を
は
る
か
に

上
回
り
ま
す
か
ら
当
然
の
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

首
都
高
速
道
路
な
ど
で
は
、
利

用
車
の
約
９０
％
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
使
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
便
利
に

使
わ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
す
が
、

導
入
の
は
じ
め
の
頃
に
は
、
テ
レ

ビ
の
番
組
な
ど
で
さ
ん
ざ
ん
に
批

判
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
よ

く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
の
は

「
ア
メ
リ
カ
で
は
簡
単
な
装
置
を

有
料
道
路
会
社
が
無
料
で
提
供
し

て
お
り
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
貼

り
付
け
る
だ
け
で
利
用
で
き
る
」

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
置
が
高
す
ぎ
る
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
車
と
運
転
者
と
を
別
個

に
識
別
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
誰
か
が
車
を

乗
り
回
せ
ば
、
車
の
所
有
者
に
請

求
が
来
て
し
ま
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
を
抜
い
て
お

け
ば
、
支
払
い
が
回
っ
て
く
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
方
式
の
車
と
人
を
別
個
に

識
別
す
る
方
式
を
、
ツ
ー
ピ
ー
ス

型
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

ゲ
ー
ト
で
は
、
車
の
識
別
と
Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド
の
内
容
と
い
う
二
つ
の

読
み
取
り
と
書
き
込
み
を
瞬
時
に

行
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
装
置
を
た
だ
で

く
れ
る
と
い
っ
て
も
、
装
置
は
た

だ
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
そ

の
費
用
は
有
料
道
路
料
金
に
含
ま

れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
当
初

は
高
い
と
お
し
か
り
を
受
け
て
い

た
Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
置
も
普
及
に
つ
れ
急

速
に
価
格
を
下
げ
ま
し
た
。

お
ま
け
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
簡

単
な
装
置
を
付
け
る
だ
け
と
は
い

え
、
有
料
道
路
ご
と
に
別
個
の
装

置
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
い
く
つ
も
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

わ
が
国
で
は
料
金
所
渋
滞
は
ま

ず
な
く
な
り
、
お
金
を
払
う
た
め

に
時
間
や
燃
料
を
浪
費
す
る
と
い

う
も
っ
と
も
腹
立
た
し
い
こ
と

は
、
こ
の
装
置
に
よ
っ
て
解
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
の
土
日
割

引
な
ど
も
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
普
及
し
た

か
ら
こ
そ
容
易
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
と
い
う

「
装
置
」
に
よ
っ
て
、
柔
軟
な
料

金
設
定
と
い
う
「
制
度
」
の
導
入

が
可
能
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

北
上
川
、
砂
鉄
川
、
千
厩

川
の
３
河
川
に
囲
ま
れ
た
一

関
市
川
崎
地
区
（
旧
川
崎

村
）
は
、
古
く
か
ら
交
通
の

要
所
と
し
て
栄
え
た
。
源
頼

義
軍
が
地
元
の
豪
族
を
攻
め

た
「
前
九
年
の
役
」
の
古
戦

場
「
河
崎
の
柵
」
（
１
０
５

７
年
）
も
近
い
。

駅
の
メ
イ
ン
施
設
は
直
売

所
「
ふ
れ
あ
い
ド
ン
と
館
」。

木
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
木
造

大
断
面
構
造
で
、
広
々
と
し

て
い
る
。
「
人
気
は
加
工
品

で
す
」
と
駅
長
の
千
葉
勝
雄

さ
ん
。
ミ
ネ
ラ
ル
を
た
く
さ

ん
含
む
健
康
野
菜
「
ほ
ど
い

も
」
や
北
上
川
で
と
れ
る
モ

ク
ズ
ガ
ニ
の
ス
ー
プ
な
ど
自

慢
の
味
も
。
県
南
で
比
較
的

暖
か
く
、
近
郊
農
家
か
ら
運

ば
れ
る
ハ
ウ
ス
野
菜
な
ど
彩

り
は
ゆ
た
か
だ
。

と
く
に
人
気
は
「
大
橋
が

ん
づ
き
」
。
名
前
だ
け
で
は

見
当
つ
か
な
い
。
県
内
で
昔

か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
た
「
お

や
つ
」
で
あ
る
。
卵
、
砂
糖

を
混
ぜ
た
小
麦
粉
に
重
曹
を

加
え
、
蒸
す
。ふ
ん
わ
り
し
、

ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
の
よ
う
。

く
る
み
、
ご
ま
、
味
噌
の
３

種
類
で
味
付
け
す
る
。
地
元

の
農
家
女
性
グ
ル
ー
プ
が
作

り
、
駅
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ

ろ
上
々
の
評
判
で
、
い
ま
で

は
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で

も
売
ら
れ
る
ほ
ど
。
２
０
０

６
年
に
日
本
農
業
新
聞
主
催

の
「
一
村
逸
品
大
賞
」
で
金

賞
を
も
ら
っ
て
い
る
。

が
ん
づ
き
の
形
は
土
地
に

よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
。
角
切
り

の
ほ
か
、
「
か
わ
さ
き
」
は

直
径
１３
㌢
前
後
の
ま
ん
じ
ゅ

う
状
。
く
る
み
や
ゴ
マ
で
茶

色
っ
ぽ
い
。
ゴ
マ
が
満
月
を

背
景
に
飛
ぶ
カ
リ
の
よ
う
だ

と
か
、
味
が
カ
リ
の
肉
に
似

て
い
る
と
か
、
名
前
の
由
来

は
諸
説
あ
る
ら
し
い
。

駅
は
地
域
活
性
化
の
た
め

旧
川
崎
村
な
ど
が
投
資
し
て

２
０
０
３
年
オ
ー
プ
ン
し

た
。
経
営
は
、
農
家
な
ど
個

人
経
営
を
す
る
事
業
者
１
５

１
人
が
出
資
す
る
中
小
企
業

等
協
同
組
合
法
人
が
担
う
。

こ
の
独
立
採
算
制
を
と
る
の

は
、
岩
手
県
内
の
道
の
駅
で

は
２
店
舗
だ
け
。
自
ら
の
営

業
努
力
は
じ
か
に
は
ね
返

る
。
こ
の
た
め
、
野
菜
不
足

に
な
る
冬
場
に
む
け
ハ
ウ
ス

栽
培
を
導
入
、
毎
年
２
月
に

自
治
体
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

栽
培
技
術
講
習
会
を
開
き
、

種
苗
会
社
の
担
当
者
を
招
い

て
売
れ
筋
野
菜
講
習
会
な
ど

に
取
り
組
む
。
３
年
前
に
始

め
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
用

の
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
野
菜

は
、
東
北
各
地
か
ら
も
注
文

を
集
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

企
画
も
多
彩
に
工
夫
す

る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
狩
り
や

そ
ば
打
ち
体
験
（
７
月
）
な

ど
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
愛
媛
県
宇
和
島
産
の
デ

コ
ポ
ン
や
宮
城
県
気
仙
沼
産

の
海
産
物
市
な
ど
産
地
間
交

流
ま
つ
り
（
３
月
）
で
人
を

よ
ぶ
。
当
初
、
２
億
円
も
売

り
上
げ
れ
ば
御
の
字
と
い
わ

れ
て
い
た
の
に
、
倍
以
上
の

数
字
に
な
っ
て
い
る
か
ら
成

功
だ
。
東
北
各
県
を
は
じ

め
、
関
西
や
名
古
屋
方
面
か

ら
も
客
が
来
る
。
「
鮮
度
一

番
、
忘
れ
ら
れ
な
い
味
、
健

康
第
一
主
義
で
、
し
か
も
、

商
品
開
発
に
力
を
入
れ
な
が

ら
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
千

葉
さ
ん
は
張
り
切
っ
て
い

る
。

い

み
ず

富
山
県
射
水
市
の
内
川
（
運

河
）
は
海
岸
線
と
並
行
に
流
れ
、

富
山
新
港
（
か
つ
て
の
放
生
津

潟
）
と
万
葉
集
に
も
詠

わ
れ
た
奈
呉
の
浦
を
結

ん
で
い
る
。
漁
船
が
ず

ら
り
係
留
さ
れ
、
川
沿

い
に
は
土
蔵
造
り
の
倉

庫
や
民
家
が
軒
を
接
す

る
よ
う
に
連
な
っ
て
港

町
独
特
の
風
情
を
つ
く

り
だ
し
て
い
る
。

内
川
（
全
長
１
８
５

０
㍍
）
に
は
大
小
１５
の

橋
が
あ
る
。
赤
い
屋
根
の
歩
行
者
専
用

の
東
橋
∥
写
真
∥
は
「
渡
る
だ
け
で
な

く
、
立
ち
止
ま
り
、
時
を
過
ご
す
憩
い

の
橋
」
と
い
う
設
計
思
想
の
も
と
に
造

ら
れ
て
い
る
。
橋
の
側
面
は
開
放
さ

れ
、
そ
の
上
を
切
妻
屋
根
が
覆

い
、
橋
の
両
端
に
は
ガ
ラ
ス
で
覆

わ
れ
た
展
望
休
憩
所
が
あ
る
な

ど
、
橋
の
機
能
に
住
居

や
遊
び
の
空
間
が
プ
ラ

ス
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
７２
枚
で
飾
ら
れ

た
神
楽
橋
、
彫
刻
４
体

が
取
り
付
け
ら
れ
た
山

王
橋
、
射
水
ゆ
か
り
の

室
町
幕
府
第
１０
代
将
軍

足
利
義
材
の
騎
馬
像
を

配
し
た
放
生
津
橋
な
ど

個
性
溢
れ
る
デ
ザ
イ
ン
の
橋
が
あ
る
。

川
沿
い
の
遊
歩
道
を
散
策
し
な
が
ら

の
橋
め
ぐ
り
も
で
き
る
が
、
代
表
的
な

橋
１１
橋
を
巡
る
内
川
遊
覧
船
が
通
年
で

運
航
さ
れ
て
い
る
。

早稲田大学大学院

客員教授

大石久和

⑬

東
橋

立ち止まり、時を過ごす

ツ
ー
ピ
ー
ス
型
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
利
点

岩手県一関市は岩手の南の玄関口である。東北自動車道に
一関インターで別れをつげ、東へ２０㌔ほど走ると、国道２８４
号沿いの道の駅「かわさき」に着く。北上川にかかる北上大
橋のたもと。昔懐かしい「おふくろの味」のそうざいや郷土
菓子の並ぶ店内は、客でにぎわっている。

道
の
駅
「
か
わ
さ
き
」

「
大
橋
が
ん
づ
き
」

地
元
お
や
つ
人
気

■経営形態＝中小企業等協同組合法
人「ドンと市かわさき協同組合」（佐
々木正義理事長）運営
■営業時間と定休日＝午前９時～午
後７時（１２月～２月は午後６時）、
年中無休
■駐車＝普通６７台、障害者用４台、
大型１３台
■東北自動車道一関ＩＣから国道３４
２号～同４号線～同２８４号を経て車で
約３０分
■〒０２９－０２０２ 岩手県一関市川崎
町薄衣法道地４２の３（☎０１９１・３６・５１
７０）

！

鮮
度
一
番
に
商
品
開
発

ト

天井の高い店内には、とれたて野菜

がたくさん＝道の駅「かわさき」

イアフ
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貸
し
ボ
ー
ト
感
覚
で
カ
ヌ

ー
を
体
験
で
き
る
施
設
「
カ

ヌ
ー
館
」
は
駅
の
裏
手
、
江

田
川
に
面
し
て
あ
る
。
１
人

乗
り
と
２
人
乗
り
の
カ
ヤ
ッ

ク
な
ど
貸
出
艇
を
用
意
し
、

初
心
者
で
も
経
験
豊
か
な
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
手
ほ
ど

き
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
。

江
田
川
か
ら
九
州
最
大
規
模

の
木
橋
と
い
わ
れ
る
「
若
園

橋
」
を
く
ぐ
っ
て
主
流
・
菊

池
川
に
出
て
、
川
面
の
目
線

で
自
然
と
触
れ
合
う
ひ
と
と

き
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

な
ら
で
は
の
魅
力
だ
。
基
本

料
金
は
パ
ド
ル
、
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
装
備
付
き
で

１
人
艇
が
１
０
５
０
円
、
２

人
艇
１
５
７
５
円
（
税
込

み
、
以
下
同
）
。
た
だ
１０
月

～
３
月
は
菊
池
川
の
堰
が
開

い
て
水
量
が
減
り
、
天
気
も

寒
す
ぎ
た
り
す
る
の
で
体
験

プ
ラ
ン
が
変
わ
る
こ
と
が
あ

る
。
あ
ら
か
じ
め
駅
に
問
い

合
わ
せ
、
予
約
す
る
こ
と
が

必
須
。

駅
か
ら
南
へ
５
分
ほ
ど
歩

け
ば
「
肥
後
古
代
の
森
」
。

こ
こ
に
は
５
世
紀
後
半
か
ら

６
世
紀
前
半
に
か
け
て
築
造

せ
い

ば
る

さ
れ
た
清
原
古
墳
群
が
あ

る
。
そ
の
古
墳
４
基
の
う
ち

え

た

ふ
な
や
ま

特
に
国
宝
・
江
田
船
山
古
墳

（

全

長

６１

㍍
、
高
さ
７

・
５
㍍
）
が

有
名
だ
。
明

治
６
（
１
８

７
３
）
年
出

土
し
た
太
刀

に
銘
文
７５
文

ぞ
う
が
ん

字
が
銀
象
嵌

さ

れ

て

お

り
、
５
世
紀

当
時
の
中
央

政
府
と
地
方

豪
族
の
政
治

関
係
を
表
す
最
古
の
記
録
文

字
と
し
て
知
ら
れ
る
。
学
校

の
教
科
書
で
お
そ
わ
っ
た
方

も
い
よ
う
。

実
は
道
の
駅
が
入
っ
て
い

る
建
物
は
「
菊
水
ロ
マ
ン

館
」
と
言
い
、
そ
の
２
階
建

て
の
形
を
上
空
か
ら
見
る
と

前
方
後
円
墳
を
模
し
た
鍵
穴

型
に
な
っ
て
い
る
。
同
館
は

天
然
鉱
石
・
光
明
石
を
泉
源

体
と
し
た
温
泉
を
２
階
に
設

け
、
１
階
の
物
産
館
に
は
生

産
者
名
の
入
っ
た
朝
採
り
の

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
並
べ

て
い
る
。
国
産
大
豆
１
０
０

％
に
本
に
が
り
を
使
用
し
た

こ
だ
わ
り
豆
腐
を
１
階
で
実

演
販
売
し
１
個
２
７
２
円
の

「
よ
せ
豆
腐
」
は
一
番
人
気

だ
。肥

後
古
代
の
森
か
ら
さ
ら

に
５
分
、
足
を
延
ば
す
と「
肥

後
民
家
村
」
が
あ
る
。
こ
こ

に
熊
本
県
玉
東
町
と
和
水
町

か
ら
移
築
さ
れ
た
江
戸
末
期

の
古
民
家
２
軒
は
宿
泊
（
１

棟
４
人
ま
で
１
泊
１
万
円
）

や
休
憩
（
３
時
間
１
０
０
０

円
）
が
で
き
、
五
右
衛
門
風

呂
や
か
ま
ど
炊
き
と
い
っ
た

昔
懐
か
し
い
暮
ら
し
を
体
験

で
き
る
。
こ
こ
も
駅
に
予
約

が
必
要
だ
。

◆
道
の
駅「
き
く
す
い
」熊
本

県
玉
名
郡
和
水
町
江
田
４
５

５
▽
菊
水
ロ
マ
ン
館

物
販

９

００
～
２０

００
、
レ
ス
ト

ラ
ン
１１

３０
～
２０

００
、
温

泉
９

００
～
２１

３０
▽
休
館

日
１２
月
３１
日
、
１
月
１
日
☎

０
９
６
８
｜
８６
｜
３
１
０
０

２
０
０
１
年
１１
月
１
日
、
栃
木
県
道
１６
号

（
佐
野
｜
田
沼
線
）
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
た

道
の
駅
「
ど
ま
ん
な
か

た
ぬ
ま
」
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
駅
名
は
、
日
本
列
島
の
中
心

地
、
つ
ま
り
「
ど
ま
ん
な
か
」
が
佐
野
市
田

沼
地
区
に
位
置
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

市
の
東
端
部
に
は
万
葉
の
東
歌
に
詠
ま
れ

る
ほ
ど
山
容
の
美
し
い
「
三
毳
山
（
み
か
も

や
ま
）
」
が
聳
え
、
南
を
渡
良
瀬
川
の
流
れ

る
緑
と
水
に
恵
ま
れ
た
土
地
柄
。

足
尾
銅
山
の
鉱
毒
問
題
に
取
り
組

む
な
ど
波
乱
に
富
ん
だ
人
生
を
送

っ
た
田
中
正
造
（
１
８
４
１
～
１
９
１
３

年
）
の
出
身
地
で
も
あ
る
が
、
篠
原
駅
長
は

「
こ
の
駅
は
目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り
を

徹
底
し
た
接
客
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、
来
訪

者
に
ま
た
是
非
来
て
み
た
い
と
言
っ
て
戴
け

る
日
本
一
親
切
な
道
の
駅
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
と
胸
を
張
る
。

駅
の
キ
ー
ワ
ー
ド
『
新
鮮
！
お
い
し
い
！

た
の
し
い
！
満
点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
！
』
の
筆

頭
格
は
「
佐
野
ラ
ー
メ
ン
」
と
「
い
も
フ
ラ

イ
」で
、
セ
ル
フ
レ
ス
ト
ラ
ン「
ぱ
な
パ
ナ
」

で
楽
し
め
る
。
腰
が
強
く
、
さ
っ
ぱ
り
味
が

売
り
の
「
佐
野
ラ
ー
メ
ン
」
（
５
０
０
円
）

は
湿
度
の
低
い
冬
と
内
陸
型
の
蒸
し
暑
い

夏
、
良
質
の
水
、
そ
し
て
青
竹
打
ち
と
い
う

独
自
の
製
麺
技
法
の
な
せ
る
逸
品
。
蒸
し
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
串
刺
し
に
し
て
揚
げ
、
特
製

ソ
ー
ス
を
か
け
た
「
い
も
フ
ラ
イ
」
（
２
本

１
５
０
円
）
も
ホ
ク
ホ
ク
感
が
旅
路
の
す
い

た
小
腹
に
あ
り
が
た
い
。

イ
タ
リ
ア
ン
・
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
倶
楽
部
」
で
は
、
ジ
ャ
ー
ジ

ー
牛
乳
を
使
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
マ
ー
ブ
ル

ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
２
８
０
円
。中
華
料
理
店「
花

と
華
」
で
は
旬
の
野
菜
や
地
場
産
の
素
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
本
格
中
華
料
理
を
堪

能
で
き
る
。

「
い
い
品
質
の
も
の
を
適
正
価
格
で
売
り

続
け
る
ポ
リ
シ
ー
の
下
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、

価
格
は
ず
っ
と
据
え
置
き
な
ん
で
す
よ
」
と

篠
原
駅
長
は
打
ち
明
け
た
。

ま
た
、
農
産
物
直
売
所
「
朝
採
り
館
」
で

は
野
菜
だ
け
で
は
な
く
、
粒
が
大
き
く
光
沢

の
あ
る
果
皮
の
イ
チ
ゴ
「
と
ち
お
と
め
」
や

生
わ
さ
び
な
ど
、
地
域
産
の
こ
だ

わ
り
商
品
が
数
多
く
揃
え
て
あ

る
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
「
関
八
州
随

一
」
と
賞
賛
さ
れ
る
唐
沢
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
、
佐
野
厄
よ
け
大
師
（
春
日
岡
山
惣
宗

寺
）
を
は
じ
め
と
し
た
市
内
観
光
コ
ー
ス
な

ど
が
あ
る
。
３
月
に
入
る
と
万
葉
自
然
公
園

「
か
た
く
り
の
里
」
で
可
憐
な
紫
色
の
カ
タ

ク
リ
が
、
白
い
花
を
付
け
る
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ

と
競
う
よ
う
に
咲
き
乱
れ
る
。

九
州
自
動
車
道
菊

水
イ
ン
タ
ー
を
下
り
熊
本
県
玉
名
市
方

面
へ
県
道
１６
号
を
２
㌔
走
っ
た
道
沿
い
に
位
置
す

る
。
清
流
と
緑

豊
か
な
自
然
の
中

で
古
墳
時
代
の
歴

史
ロ
マ
ン
に
満
ち
、

全
国
の
道
の
駅
で
も

珍
し
い
カ
ヌ
ー
体
験
施

設
を
整
え
、
そ
し
て

温

泉

で

く

つ

ろ

げ

る
。
ま
さ
に
１
日
ゆ

っ
た
り
家
族
で
楽

し
め
る
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読

者
の
ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
３１
号
は
『
道
の
駅
の

情
報
発
信
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
で
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
連
諸
団
体

に
も
提
供
し
、
今
後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
近
隣
地
域

活
性
化
に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働

き
か
け
ま
す
。
ご
回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結

果
の
み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部

に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど

し
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３０
名
様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

道の駅の「情報発信」についてのアンケート

道の駅は、間もなく全国１０００カ所になろうとしています。今号では、道

の駅の話題や周辺地域の魅力など「情報発信」について、お尋ねします。

本紙は、道の駅ファンの読者にボランティアで「道の駅を旅するルート

プレス記者」になっていただこうと、全国道の駅に記者がいることを目標

に１０００人を募集します。情報発信に協力したい、新聞づくりに参加したい

という方は、ぜひご応募ください。記者証を発行し、記者仲間の交流の輪

を全国に広げたい、と考えています。

Ｑ１．道の駅について、家族や友人、知人などと話題にすることがあれば、

どんな話をしますか。（回答は２つまで）

①産直品など地元産品 ②レストランやトイレ、駐車場など施設

③観光など道の駅で得る情報 ④周辺地域の歴史や地理、文化など

⑤道の駅が災害時に果たす役割 ⑥イベントなど催事

⑦その他（ ）

Ｑ２．そうした話題について、他の人にも伝えたいと思いますか。

①人に話をするのは好きだから、情報を伝えたい ②話すのは苦手

だが、書いて伝えるのは好き ③インターネットで不特定多数に情

報を伝えるのは好き ④人には伝えずに、自分だけの情報として持

っておきたい ⑤その他（ ）

Ｑ３．ルートプレス紙の「読者の声」やアンケート、プレゼント、パズル

などに投稿したことがありますか。

①「読者の声」に投稿したことがある（ 回くらい） ②アンケート

に回答したことがある（ 回くらい） ③プレゼントやパズルに応

募したことがある（ 回くらい） ④投稿したことはないが、今後、

投稿してみたい

Ｑ４．「道の駅を旅するルートプレス記者」に興味がありますか。

①興味があり応募したい ②興味はあるので検討したい

③興味はあるが応募までは考えない ④興味はない

Ｑ５．「道の駅を旅するルートプレス記者」に応募したい、または応募を

検討すると答えた方は、どこの道の駅での登録を希望しますか。

道の駅名「 」（ 県）

Ｑ６．この新聞はどこの道の駅で手に入れられましたか

道の駅名「 」（ 県）

Ｑ １： ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦（ ）

Ｑ ２： ① ② ③ ④

⑤（ ）

Ｑ ３： ①（ 回くらい）②（ 回くらい）③（ 回くらい）

④

Ｑ ４： ① ② ③ ④

Ｑ ５： 道の駅名 （ 県）

Ｑ ６： 道の駅名 （ 県）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

メールアドレス：（ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第３１号『道の駅の「情報発信」についてのアンケート』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

道
の
駅「
き
く
す
い
」

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１０２‐００７５ 東京都千代田区三番町７－１ 朝日三番町プラザ

ＮＰＯ法人 人と道研究会 宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝栃木県佐野市吉水町３６６－２
�０２８３－６１－００７７

道の駅 どまんなか たぬま
篠原 敏秀駅長（６５）

平成２３年３月１５日

日
本
一
親
切
な
駅
を
目
指
し
て

締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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〝完成期〟子供らも の人も

「
私
に
と
っ
て
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
人

生
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
」
。
大
分
県
で
農
家
民
宿
を
営

む
時
枝
美
佐
子
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
人
生
に
お

け
る
苦
労
が
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
活

か
さ
れ
た
と
語
る
。

全
国
の
輝
く
農
林
漁
家
民
宿
の
お
か
あ
さ
ん
百
人
を

選
出
し
た
が
、
ほ
か
に
も
、
素
朴
な
佇
ま
い
の
民
家
を

「
心
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
人
を
迎
え
入
れ
る
、
実
に

人
間
的
な
「
お
か
あ
さ
ん
」
や
「
お
と
う
さ
ん
」「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」が
い
る
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
や

子
供
た
ち
に
、
命
の
重
さ
や

尊
さ
を
教
え
、
心
の
通
う
人

間
交
流
の
魅
力
を
伝
え
る
と

い
う
重
要
な
意
義
を
有
し
て

い
る
。
国
も
そ
の
必
要
性
を

認
識
し
、
「
農
山
漁
村
子
ど

も
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

数
年
前
に
立
ち
上
げ
た
。
小

学
生
が
、
農
山
漁
村
で
豊
か

な
「
農
」
の
営
み
を
学
び
、

生
き
る
勇
気
を
体
感
す
る
こ

と
は
、
と
て
も
大
事
な
次
世

代
教
育
で
あ
る
。

他
方
、
人
生
の「
完
成
期
」

を
迎
え
た
人
々
が
、
様
々
な

環
境
や
自
ら
の
心
身
の
状
況

に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
に
人

生
を
豊
か
に
安
ら
か
に
送
る

か
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

家
族
や
地
域
社
会
、
職
場
で

精
力
的
に
働
き
、
人
の
た
め

に
身
を
粉
に
し
た
方
の
急
逝

を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
、

私
は
今
こ
の
命
を
失
っ
た
と

し
て
も
「
悔
い
の
な
い
人
生

だ
っ
た
」
と
、
旅
立
つ
こ
と

が
で
き
る
か
と
思
っ
た
。

か
け
が
え
の
な
い
伴
侶
が

「
余
命
○
年
」
と
宣
告
さ

れ
、
治
療
の
た
め
に
退
職
を

決
め
た
職
場
の
同
僚
。
「
死

の
予
告
」
を
夫
婦
で
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
向
き
合
い
な

が
ら
人
生
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

作
り
上
げ
る
旅
に
出
た
い
と

い
う
。

「
手
入
れ
さ
れ
た
農
村
風

景
の
美
し
さ
」
の
背
景
に

は
、
そ
の
土
地
へ
の
愛
着
の

下
で
、
日
々
目
立
た
な
い「
手

間
」
が
あ
り
、
そ
の
結
果
の

表
象
が
風
景
で
あ
る
、
と
写

真
家
の
乾
祐
綺
氏
は
言
う
。

九
州
の
村
々
の
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
者
を
撮
り

続
け
る
彼
は
、
取
材
の
際
は

必
ず
、
そ
の
人
の
生
き
方
を

聞
き
と
る
と
い
う
。

そ
う
し
た
「
生
き
様
」
の

重
み
が
、
紙
面
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
「
笑
顔
」
と
し
て
表

現
さ
れ
る
。
正
に
命
を
体
現

し
て
い
る
「
人
」
が
、
「
人

間
」
と
し
て
社
会
的
な
関
係

の
中
で
豊
か
に
生
き
、
そ
の

「
お
裾
わ
け
」
を
す
る
。
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
妙

味
と
底
し
れ
な
い
魅
力
は
、

そ
う
し
た
人
間
の
根
源
的
な

価
値
と
し
て
の
「
命
と
心
の

紡
ぎ
あ
い
」
に
迫
る
こ
と
に

あ
る
。

姑
の
辛
い
仕
打
ち
に
耐
え

か
ね
た
嫁
で
あ
っ
た
女
性
と

た
ま
た
ま
あ
る
民
宿
で
飲
み

交
わ
し
た
こ
と
が
あ
る
。
姑

に
刃
物
を
向
け
て
自
ら
も
死

の
う
と
し
て
死
に
き
れ
な
か

っ
た
彼
女
は
、
「
死
な
な
く

て
本
当
に
よ
か
っ
た
！
」
と

杯
を
手
に
し
て
語
っ
た
。

自
ら
の
恥
ず
べ
き
過
去
を

他
人
に
語
る
こ
と
は
辛
い
。

だ
が
幼
く
し
て
母
を
失
い
、

民
宿
の
「
お
か
あ
さ
ん
」
に

思
い
を
託
し
た
彼
女
は
、
母

の
包
み
こ
む
愛
情
に
顔
を
埋

め
る
乳
飲
み
子
の
よ
う
に
、

素
直
に
自
ら
の
人
生
を
重
ね

合
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

熊本県人吉の民泊『稲荷さんの宿 遊庵』

懐かしい古民家に宿泊できる。左はオー

ナー・椎葉さんの家族

★１２、１３面の写真は雑誌『九州のムラへ

行こう』より・撮影／乾祐綺さん

グリーン・ツーリズムの喜び

心
の
ふ
る
さ
と
で
人
を
迎
え
る

お
か
あ
さ
ん
、お
と
う
さ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、お
じ
い
ち
ゃ
ん

民
泊
『
畑
暦
』

仲
睦
ま
じ
い
佐
藤
さ
ん
夫
妻
が
営
む

「
棚
田
１
０
０
選
」
の
一
つ
（
福
岡
県
星
野
村
）

農
村
の
随
所
に
�
神
�
が
…

熊
本
県
南
小
国
の
農
村
風
景
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人
生
を
生
き
抜
く
旅

旅
館
や
ホ
テ
ル
で
の
滞
在

で
は
味
わ
え
な
い
、
人
間
的

な
交
流
。
心
を
開
き
、
心
を

交
り
合
わ
せ
る
。
「
お
帰
り

な
さ
い
！
た
だ
い
ま
！
」
、

「
行
っ
て
き
ま
す
！
行
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
！
早
く
帰
っ
て

お
い
で
！
」。

こ
の
頃
あ
ち
こ
ち
の
民
宿

で
、
こ
ん
な
会
話
を
よ
く
耳

に
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
用
語
の

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
今

日
は
！
」
と
は
異
な
る
心
の

通
い
あ
い
が
、
多
く
の
人
々

に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
う
言
え
ば
幼
少
の
頃
、

父
の
実
家
を
家
族
で
訪
れ
、

帰
り
際
に
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道

で
、
横
一
線
に
並
び
手
を
振

っ
て
く
れ
た
祖
父
母
や
叔
父

叔
母
や
従
兄
弟
た

ち
は
、
米
粒
の
よ
う
に
な
る

ま
で
見
送
っ
て
く
れ
た
。「
な

ぜ
あ
ん
な
に
い
い
人
た
ち
な

の
だ
ろ
う
？
辛
い
農
業
を
し

て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
人

に
や
さ
し
い
の
だ
ろ
う
？
」

と
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

病
苦
に
耐
え
て

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
実
践
者
の
多
く
は
、
そ
の

長
い
人
生
の
中
で
、
病
苦
に

耐
え
た
人
が
少
な
く
な
い
。

大
病
や
難
病
に
向
き
合
い
、

家
族
が
支
え
合
っ
て
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
他
人
を
迎
え
入
れ
る
懐

の
深
さ
が
身
に
付
い
た
の
だ

と
思
う
。

急
ぐ
旅
で
は
な
く
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
の
流
れ
に
身

を
任
せ
、
自
ら
を
見
つ
め
、

共
に
思
い
を
交
わ
し
、
人
生

を
「
生
き
ぬ
く
旅
」
。
必
死

に
生
き
抜
い
て
き
た
こ
と
へ

の
ご
褒
美
の
旅
。
「
人
生
の

終
着
駅
」
と
も
い
う
べ
き
、

人
生
の
最
後
を
作
り
上
げ
る

旅
。
ま
さ
に
そ
の
「
感
動
物

語
」
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
「
農
の
夢
追

い
人
」
と
の
出
会
い
で
始
ま

る
。多

く
の
人
々
が
、
そ
う
し

た
「
豊
熟
の
歓
喜
」
を
体
感

で
き
る
。
そ
れ
こ
そ
が
本
当

の
豊
か
な
社
会
の
証
で
あ
ろ

う
。「

生
き
て
い
て
よ
か
っ
た

！
」
そ
の
歓
喜
の
言
葉
を
共

有
で
き
る
場
を
作
り
、
そ
し

て
次
世
代
に
繋
い
で
い
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

（
東
洋
大
学
社
会
学
部
長
・

青
木
辰
司

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
代

表
理
事
）

新
し
い
世
紀
も
１１
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
デ
フ
レ
や
円

高
な
ど
で
雇
用
を
は
じ
め
経

済
不
安
が
長
引
き
「
国
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
新

た
な
年
の
始
ま
り
こ
そ
、
未

来
の
国
の
形
を
再
考
す
る
好

機
だ
と
思
い
ま
す
。

新
世
紀
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
産
業
構
造
に
相
応
し
い

社
会
基
盤
の
整
備
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
厳

し
い
財
政
事
情
か
ら
、
か
つ

て
の
よ
う
な
公
共
投
資
は
難

し
い
と
想
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
際
競
争
が
激
化
し
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
日

本
だ
け
が
委
縮
し
て
い
て
は

世
界
に
後
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

を
抱
え
て
難
し
い
課
題
で
す

が
、
こ
こ
を
突
破
す
る
に
は

産
学
官
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
再
構
築
す
る
し
か
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
家
は
真
言
宗
で
、
小

さ
い
頃
か
ら
曼
荼
羅
を
見
て

い
ま
し
た
。
大
日
如
来
を
中

心
に
生
き
と
し
生
け
る
も
の

が
重
層
的
な
世
界
を
織
り
な

し
て
い
る
構
図
は
、
今
思
え

ば
「
共
生
」
の
思
想
の
可
視

化
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

私
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
思
う

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
政

と
官
、
国
と
地
方
、
官
と
民

な
ど
の
対
立
構
造
で
な
く
、

役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
曼

荼
羅
世
界
の
よ
う
な
新
た
な

「
共
生
」
の
在
り
方
で
す
。

大
き
な
価
値
観
を
共
有
し
、

長
期
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

考
え
た
い
も
の
で
す
。

「
す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ

に
通
ず
」
と
言
わ
れ
た
ロ
ー

マ
帝
国
は
、
地
中
海
沿
岸
に

今
で
い
う
高
速
道
路
を
８
万

㌔
建
設
し
ま
し
た
。
国
を
発

展
さ
せ
る
の
は
国
家
の
仕
事

で
、
道
路
は
国
家
発
展
の
基

礎
で
す
。
日
本
は
「
道
の
文

化
」
と
言
わ
れ
、
街
道
を
中

心
に
地
域
社
会
を
形
成
し
、

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

今
で
も
道
路
整
備
の
必
要

性
が
高
い
地
域
は
沢
山
あ
り

ま
す
。
高
規
格
の
幹
線
道
路

整
備
は
、
地
域
格
差
是
正
に

も
重
要
な
施
策
で
す
。
希
望

の
持
て
る
日
本
を
取
り
戻
す

た
め
、
新
た
な
１０
年
の
国
土

の
あ
り
方
、
そ
の
基
盤
造
り

を
熟
考
し
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

新
年
を
機
に
、
技
監
時
代

に
連
載
し
た
当
コ
ラ
ム
を
再

開
し
ま
す
。
事
務
次
官
在
任

中
は
休
載
し
ま
し
た
が
、
新

た
な
視
点
で
国
土
の
未
来
を

見
つ
め
直
す
コ
ラ
ム
を
、
ぜ

ひ
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

自
ら
を
見
つ
め

共
に
思
い
を
交
わ
す

お
帰
り
な
さ
い


た
だ
い
ま


オーナー・樅木夫妻が栽

培するフルーツトマト

『
ゆ
っ
く
り
サ
ボ
ッ
テ
ン

馬
場
の
て
っ
ち
ゃ
ん
家
』
で
（
熊
本
県
人
吉
）

あちこちの民宿で

こんな会話が

ハロハロ１６

国土交通省顧問

谷口 博昭

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
再
構
築

大
分
県
安
心
院
の
中
山
ミ
ヤ
子
さ
ん

。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
先
駆
者
の
一
人
。
星
野
村
の
後
藤
富
美
子
さ
ん
と
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★
も
っ
と
真
剣
に

本
紙
前
号
の
「
地
震
大
国

に
生
き
る
」
を
読
み
、
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
分
か
っ

て
い
る
つ
も
り
で
も
、
ど
こ

か
で
災
害
が
起
こ
る
と
、
再

認
識
は
し
ま
す
が
、
す
ぐ
平

穏
な
生
活
に
甘
え
て
し
ま
い

ま
す
。
各
自
が
も
っ
と
真
剣

に
取
り
組
み
、
最
悪
の
場
合

に
追
い
込
ま
れ
た
時
の
こ
と

を
考
え
る
べ
き
で
す
。
他
人

を
頼
り
に
せ
ず
に
…
…
。（
神

奈
川
県
藤
沢
市

無
職
・
７７

歳
）★

福
祉
風
呂
を
！

私
た
ち
の
息
子
は
１１
年
前

に
交
通
事
故
に
遭
い
、
脳
幹

部
損
傷
に
よ
り
脳
死
か
植
物

人
間
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
リ

ハ
ビ
リ
の
お
か
げ
で
今
は
外

出
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。
温
泉
が
好
き
な
の
で

す
が
、
障
害
者
が
入
れ
る
所

は
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
道

の
駅
に
、
福
祉
風
呂
付
き
の

入
浴
施
設
を
設
置
し
て
い
た

だ
け
た
ら
有
難
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
（
愛
知
県
一
宮
市

無
職
・
６６
歳
）

★
自
転
車
の
利
点

前
号
１３
ペ
ー
ジ
の
「
奈
良

の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
ど
こ

で
も
乗
り
捨
て
」
」
の
記
事

が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。「
環

境
に
優
し
く
」
と
い
う
点
に

魅
力
を
感
じ
ま
す
。
近
ご
ろ

は
「
エ
コ
」
が
盛
ん
に
提
唱

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
転
車

利
用
を
見
直
す
き
っ
か
に
な

る
記
事
で
し
た
。
車
の
渋
滞

が
日
常
化
し
て
い
ま
す
。
観

光
目
的
の
人
々
に
も
、
自
転

車
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
（
新
潟
県
阿
賀
野

市

会
社
員
・
４１
歳
）

★
防
災
チ
ェ
ッ
ク

映
画
「
日
本
沈
没
」
を
見

ま
し
た
。
日
本
列
島
が
プ
レ

ー
ト
の
動
き
に
引
き
ず
ら
れ

て
亀
裂
が
入
り
、
各
地
で
火

山
が
噴
火
、
ど
ん
ど
ん
沈
ん

で
い
く
の
で
す
。
怖
い
映
画

で
し
た
が
、
こ
れ
を
見
た
か

ら
と
い
っ
て
、
防
災
意
識
が

高
ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
本
紙

「
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
書

い
て
い
て
、
車
に
防
災
用
品

を
全
く
積
ん
で
い
な
い
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
毎
月
、

防
災
へ
の
備
え
に
対
す
る
チ

ェ
ッ
ク
を
呼
び
か
け
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。
（
宮
崎
県
日

向
市

会
社
員
・
４６
歳
）

★
商
売
第
一
ダ
メ

旅
行
が
大
好
き
で
道
の
駅

を
よ
く
利
用
し
ま
す
。
初
期

に
は
多
く
の
道
の
駅
で
観
光

情
報
、
施
設
の
割
引
券
、
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
ら
せ
る

印
刷
物
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
が

豊
富
で
し
た
。
し
か
し
、
最

近
の
道
の
駅
の
方
向
が
、
商

売
第
一
み
た
い
に
な
り
、
使

命
感
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
印
刷
物
の

置
き
場
所
さ
え
な
い
所
も
あ

り
、
善
処
を
期
待
し
ま
す
。

（
埼
玉
県
鴻
巣
市

ア
ル
バ

イ
ト
・
７０
歳
）

★
駐
車
場
と
人
間

災
害
が
発
生
し
た
時
、
道

の
駅
の
駐
車
場
に
車
が
殺
到

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
車
両
で
は

な
く
、
人
を
ど
う
収
容
す
る

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
施
設

を
再
点
検
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
食

糧
や
ト
イ
レ
、
災
害
時
の
情

報
発
信
な
ど
、
道
の
駅
に
期

待
す
る
も
の
は
多
々
あ
り
ま

す
。
（
岩
手
県
釜
石
市

公

務
員
・
４９
歳
）

★
自
分
で
備
え
る

私
は
車
の
中
に
、
飲
料
、

食
料
や
懐
中
電
灯
、
毛
布
な

ど
を
常
備
し
て
い
ま
す
。
道

の
駅
が
飲
料
・
食
料
を
備
蓄

し
て
、
災
害
時
に
配
給
し
て

く
だ
さ
れ
ば
嬉
し
い
の
で
す

が
、
や
は
り
運
転
者
は
自
ら

災
害
に
備
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
携
帯
ラ
ジ
オ
や
乾
電

池
も
常
備
し
て
お
り
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
の
時
に
も
持
っ
て

い
き
ま
す
。
非
常
時
に
こ
ん

な
も
の
が
あ
れ
ば
便
利
だ
な

と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
、
車

に
載
せ
て
お
け
ば
、
き
っ
と

役
に
立
ち
ま
す
。
（
三
重
県

伊
賀
市

自
営
業
・
５７
歳
）

★
カ
フ
ェ
に
感
動

前
号
の
「
進
化
す
る
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
、

沖
縄
県
の
「
カ
フ
ェ
・
Ｎ
Ｏ

Ａ
Ｈ
］
の
記
事
を
読
み
ま
し

た
。
民
家
を
生
か
し
、
医
食

同
源
を
モ
ッ
ト
ー
に
オ
ー
プ

ン
し
た
上
地
正
子
さ
ん
の
行

動
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
、
国
を
挙

げ
て
推
進
す
べ
き
事
業
だ
と

思
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
が
、
働

く
母
親
の
た
め
に
学
童
保
育

を
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
も

素
敵
で
す
。
（
埼
玉
県
所
沢

市

公
務
員
・
５３
歳
）

★
差
が
出
て
き
た

道
の
駅
も
数
が
増
え
れ

ば
、
企
画
や
施
設
、
内
容
な

ど
の
駅
ご
と
の
差
が
出
て
き

て
、
期
待
以
上
だ
っ
た
り
が

っ
か
り
だ
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
・
ガ
イ
ド
の
よ
う

な
ラ
ン
ク
付
け
が
現
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。私
は
、

ど
こ
の
駅
も
成
長
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
（
大
阪
市

主
婦
・
４９

歳
）★

率
先
し
て
協
力

道
の
駅
が
防
災
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
私
は
最
寄
の
道
の
駅（
よ

う
か
但
馬
蔵
）
に
は
歩
い
て

い
け
る
の
で
、
な
に
か
あ
れ

ば
率
先
し
て
協
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
つ
も
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で

少
し
で
も
役
に
立
て
ば
幸
い

で
す
。
（
兵
庫
県
養
父
市

会
社
員
・
４２
歳
）

★
役
に
立
ち
た
い

本
紙
の
記
事
で
、
道
の
駅

が
休
憩
と
土
産
物
の
場
所
だ

と
考
え
て
い
た
私
は
、
大
い

に
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

防
災
拠
点
と
し
て
有
意
義
な

施
設
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
資
格
を

持
っ
て
お
り
、
非
常
通
信
の

訓
練
に
も
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
災
害
時
に
情
報
を
収
集

し
、
発
信
で
き
る
場
が
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
千
葉

県
大
網
白
里
町

無
職
・
６０

歳
）★

地
域
活
性
化
へ

道
の
駅
が
大
好
き
で
、
北

海
道
内
の
１
０
９
カ
所
は
半

年
強
で
制
覇
し
ま
し
た
。
防

災
と
い
う
観
点
は
今
回
初
め

て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
建
物
が
あ
り
、
食
材
・

食
料
が
あ
り
、
国
道
に
面
し

て
い
る
な
ど
、
災
害
時
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
る
要
素
を
い

く
つ
も
含
ん
で
い
る
の
が
道

の
駅
で
す
。
今
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
付
加
価
値
を
備
え
る
こ

と
で
、
防
災
拠
点
化
が
さ
ら

に
進
み
、
ひ
い
て
は
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
北
海
道
旭
川
市

会
社
員

・
２６
歳
）

★
ト
イ
レ
の
こ
と

道
の
駅
が
各
地
に
あ
る
の

で
と
て
も
便
利
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、

日
本
の
道
の
駅
の
よ
う
に
誰

で
も
入
れ
る
ト
イ
レ
付
き
休

憩
所
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
道
沿
い
の
お

店
に
寄
り
、
お
金
を
払
っ
て

ト
イ
レ
を
使
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
込
み
合
う
の
で

不
便
で
も
あ
り
ま
す
。
外
国

か
ら
友
人
が
来
た
ら
、
あ
ち

こ
ち
の
素
晴
ら
し
い
道
の
駅

を
見
せ
て
自
慢
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
（
栃
木
県
小
山
市

会
社
員
・
６３
歳
）

★
心
に
残
る
言
葉

本
紙
前
号
の
「
私
の
道
」

を
拝
見
、
山
野
正
義
さ
ん
の

お
話
が
印
象
的
で
し
た
。
改

め
て
有
名
人
の
子
息
と
し
て

の
ご
苦
労
を
知
り
ま
し
た
。

「
目
標
が
定
ま
れ
ば
人
間
は

信
じ
ら
れ
な
い
力
を
発
揮
す

る
」
と
い
う
お
言
葉
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
（
広
島
県

福
山
市

会
社
員
・
５６
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０２-００７５

東京都千代田区三番町７－１ 朝日

三番町プラザ ＮＰＯ法人 人と

道研究会宛てにお寄せください。

また、読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya @ route-press21st. jp）

を設けました。お便りのほか、写

真の投稿も大歓迎です。採用分に

は記念品をプレゼントします。

ウ
リ

ハ

ク
リ

ハ

瓜
喰
め
ば
、
子
ど
も
思
ほ
ゆ
。
栗
喰
め
ば
、
ま
し

キ

て
し
の
ば
ゆ
。
い
づ
く
よ
り
来
た
り
し
も
の
ぞ
。

マ
ナ

カ

ヤ
ス

イ

ナ

目
交
ひ
に
、も
と
な
か
か
り
て
、安
寝
し
寝
さ
ぬ
。

（
万
葉
集
・
巻
五
・
八
〇
一
番
）

瓜
を
食
べ
る
と
子
供
た
ち
が
思
わ
れ
る
。
栗

し
の

こ

を
食
べ
る
と
な
お
さ
ら
偲
ば
れ
る
。
こ
の
児
ら

は
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
‼
目
の
前
に
ち
ら
つ

い
て
、
ろ
く

く
眠
ら
せ
て
く
れ
な
い
ナ
ア
。

反

歌

シ
ロ
ガ
ネ

コ

ガ
ネ

タ
マ

マ
サ

銀
も
、
黄
金
も
、
玉
も
、
な
に
せ
む
に
。
優
れ
る

タ
カ
ラ

シ

宝

子
に
如
か
め
や
も
。

（
八
〇
二
番
）

銀
も
黄
金
も
玉
も
、
ど
う
し
て
宝
と
い
え
よ
うこ

か
。
こ
の
世
で
一
番
の
宝
は
子
供
た
ち
だ
‼
児

ま
さ

に
勝
る
宝
が
あ
ろ
う
か
？
あ
り
は
し
な
い
‼

×

×

×

み
ず

ほ
う
こ
う

長
歌
―
―
瑞

く
し
く
、芳
香
・
甘
味
の
マ
ク
ワ
瓜

を
食
べ
る
、ウ
、ウ
マ
イ
‼

ア
ア
、こ
の
瓜
を
子
供
た

ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
‼

栗
を
食
べ
た
時
は
、
な
お

さ
ら
そ
う
思
う
。
味
覚
か

か
ん

き

い
と

こ

ら
喚
起
さ
れ
た
愛
し
い
児

ら等
・
不
思
議
な
出
会
い
・

そ
し
て
目
先
か
ら
離
れ
な

う
た

い
―
―
父
親
が
子
供
た
ち
を
得
た
喜
び
を
詠
う
。

し
っ
ぽ
う

反
歌
は
、
物
質
で
最
高
級
品
で
あ
る
金
銀
七
宝
よ

こ

り
も
「
我
が
児
」
を
、
絶
対
の
存
在
と
認
識
し
、
そ

の
価
値
の
不
変
を
堂
々
と
主
張
す
る
。

し

い

味
覚
・
感
性
で
精
彩
を
放
つ
長
歌
と
深
い
思
惟
・

知
性
の
反
歌
は
、
い
ず
れ
も
父
親
の
感
動
・
歓
喜
、

い
つ
く
し

そ
れ
へ
の
愛
情
を
十
分
に
表
出
し
た�
子
を
愛
む
歌
�

で
あ
る
。

作
者
は
、
山
上
憶
良
。
豊
か
な
学
識
で
、
家
庭
・

人
生
・
社
会
を
直
視
し
て
、
正
直
に
、
飾
ら
ず
、
真

と

ろ

け

う

実
を
表
現
・
吐
露
し
た
稀
有
の
歌
人
で
あ
る
。

か
す
が
い

さ
て
、
親
子
は
一
世
。
夫
婦
は
二
世
。
子
は
鎹
。

き
ず
な

か
か
わ

そ
れ
ぞ
れ
が
絆
で
結
ば
れ
る
。
他
と
係
る
基
本
を
示

し

だ
い

す
語
句
だ
が
、そ
の
密
度
次
第
で
、安
心
と
平
和
か
。

ま
た
は
離
縁
と
抗
争
を
呼
ぶ
か
。
と
に
か
く
、
対
人

関
係
の
む
つ
か
し
い
今
日
、
憶
良
の
「
ひ
た
む
き
な

ひ

て
ん

し

ら
ん
ま
ん

て
ん

心
と
姿
」
に
心
が
魅
か
れ
る
。
天
真
爛
漫
と
か
、
天

い

む

ほ
う

き
ょ
う

ら
い

衣
無
縫
な
ど
の
言
葉
が
、
去
来
す
る
…
…
の
だ
‼

（
万
葉
研
究
家
）

古い町並みや釣り船と超高層マンション群

が隣り合わせにあり、独特の景観となって

いる佃島＝東京都中央区・隅田川下流

万
葉
の
父
は
…
…
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富
山
平
野
の
肥
沃
な
大
地
は
、

８
～
９
月
の
平
均
気
温
が
約
２５

度
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
最
も
お
い
し

く
実
る
気
温
の
う
え
、
立
山
連
峰

の
清
ら
か
で
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
水

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

ご
提
供
申
し
上
げ
ま
す
富
山
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
５
㌔
パ
ッ
ク
「
ひ
ぞ

っ
こ
倶
楽
部
」
は
、
（
株
）
Ｊ
Ａ

ラ
イ
フ
富
山
米
穀
事
業
部
が
厳
し

い
品
質
管
理
の
も
と
に
精
米
、
袋

詰
め
し
、
消
費
者
の
皆
様
に
直
接

お
届
け
す
る
産
地
直
送
精
米
で

す
。

提
供

Ｊ
Ａ
全
農
と
や
ま

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
- t
o
w
n
.

c
o
m
/地

域
資
源
を
生
か
し
た
新
し
い

観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
「
日
本
風
景
街
道
」
運
動
の
一

つ
、
宮
崎
県
「
日
南
海
岸
地
域
シ

ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
推
進
協
議

会
」
の
作
品
で
す
。

日
本
人
の
だ
れ
に
も
親
し
ま
れ

な
が
ら
、
案
外
詳
し
く
は
知
ら
れ

て
い
な
い
天
地
創
造
、
国
生
み
な

ど
神
話
の
国
宮
崎
に
た
く
さ
ん
伝

わ
る
伝
承
を
、
ロ
マ
ン
豊
か
な
切

り
絵
入
り
の
わ
か
り
や
す
い
文
で

つ
づ
っ
て
い
ま
す
。

提
供

同
協
議
会

問
い
合
わ
せ

☎
０
９
８
５
｜
５５

｜
４
８
１
１

各
地
の
米
づ
く
り
風
景
を
美
し

い
写
真
と
格
調
高
い
文
で
と
ら

え
、「
日
本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
」

の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
、
多
く
の

フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
て
き
た
名
作

カ
レ
ン
ダ
ー
。
２
０
１
１
年
版
は

２２
年
目
の
作
で
す
。

茨
城
県
つ
く
ば
の
「
食
と
農
の

科
学
館
」
で
は
毎
年
、
こ
の
日
本

の
米
カ
レ
ン
ダ
ー
展
が
開
か
れ
、

昨
年
夏
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
お
そ

ろ
い
で
行
幸
啓
遊
さ
れ
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

提
供

株
式
会
社
サ
ン
制
作

問
い
合
わ
せ

☎
０３
｜
３
６
６
９

｜
８
３
７
６

山
内
（
さ
ん
な
い
）
は
国
内
有

数
の
縄
文
遺
跡
の
発
掘
地
で
、
遙

か
い
に
し
え
の
縄
文
時
代
か
ら
そ

ば
が
食
さ
れ
て
い
た
文
献
が
土
地

に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
山
内
産

の
そ
ば
粉
を
使
い
、
伝
統
的
な
手

作
り
の
味
を
残
し
ま
し
た
。
こ
し

が
強
く
て
伸
び
に
く
い
の
で
、
普

通
の
そ
ば
よ
り
１０
㌢
長
く
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
ば
粉
本
来
の
素
朴
な
味
、
豊

か
な
風
味
、
舌
ざ
わ
り
や
そ
ば
湯

ま
で
、
縄
文
そ
ば
の
す
べ
て
を
ど

う
ぞ
ご
家
庭
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

発
売
元

ウ
ッ
デ
イ
さ
ん
な
い

提
供

秋
田
道
の
駅
さ
ん
な
い

☎
０
１
８
２
｜
５６
｜
１
６
０
０

１
、
正
常
か
な
？

２
、
○
○
は
金
な
り

４
、「
果
肉
」
何
と
読
む
？

５
、
○
○
で
鯛
を
釣
る

７
、
気
軽
に
お
酒
が
飲
め
る
場
所
か
な
？

９
、
春
だ
っ
た
り
夏
だ
っ
た
り
…

１１
、
サ
ッ
カ
ー
で
ゴ
ー
ル
を
守
り
ま
す

１３
、
Ｎ
ａ
Ｃ
ｌ
∥
塩
化
○
○
○
○
○

１４
、
出
る
○
○
は
打
た
れ
る

１７
、
蟹
か
ら
取
れ
る
珍
味
と
い
え
ば
？

１９
、
ボ
ケ
の
相
方
と
い
え
ば
？

２０
、
水
混
じ
り
の
土
と
い
え
ば
？

２１
、
負
け
な
し

２３
、
ス
テ
ー
ジ
で
大
活
躍

２５
、
大
阪
、
よ
し
も
と
の
グ
ラ
ン
ド
花
月
が
あ
る

地
と
い
え
ば
？

２７
、
ナ
ナ
だ
よ

２９
、
木
＋
支
∥
？

１、大学○○○に講義の内容を書き留める

３、信号で「止まれ」を示す色です

５、ペットのお食事

６、「チュッ」愛の証に…

８、顔にできるコレは青春の証

１０、暖炉で燃やす

１２、無くて○○○○

１５、カジノゲームの１種です

１６、ハリー・ポッターは魔法○○○です

１８、町立＜○○○＜市立

２０、東京・名古屋・福岡…と、室内で野球が楽

しめる

２２、餃子でおなじみ、栃木の地といえば？

２４、花嫁のパートナー

２６、今、すぐ

２７、とりあえず飲んでみて

２８、お金ないけれど、あるフリ

３０、声出す、食べる、顔の一部

３１、罪と○○

３２、ハートでもなければスペードでもクラブで

もない

①
お
い
し
い
「
富
山
米
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
を
５
名
に

②
冨
山
和
子
が
つ
く
る
日
本

の
米
カ
レ
ン
ダ
ー
を
２０
名
に

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

★
タ
テ
の
鍵

道の駅のおすすめプレゼント

「季刊地域」

農文協

●クロスワードパズルの答Ａ～Ｉを記入し、①氏名②郵便番号・

住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新聞を手に入れ

た場所⑨今月号で一番良かった記事⑩その他のご意見・ご感想を

官製はがきに明記し、〒１０２-００７５ 東京都千代田区三番町７-１ 朝

日三番町プラザ ＮＰＯ法人 人と道研究会宛、３月１５日必着で

お送りください。パズルの正解者には抽選で３０名様に記念品をプ

レゼントします。

問題制作・てらこ（ゼロページ）http://ZeroPage.jp

１４

２３

Ｄ

雑
誌
『
現
代
農
業
』
の
別
冊
増
刊
号
が
、
２
０
１
０
年
５
月
か
ら
「
季

刊
地
域
」
と
誌
名
を
変
え
、
Ａ
４
の
大
判
に
な
り
１１
年
２
月
号
で
第
４

号
と
な
っ
た
。
私
は
、
別
冊
増
刊
号
時
代
か
ら
の
愛
読
者
で
、
こ
の
雑

誌
を
編
集
し
て
い
る
農
文
協
の
甲
斐
さ
ん
と
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
。

若
い
人
を
中
心
に
活
宇
離
れ
が
指
摘
さ
れ
る
昨
今
、
農
業
や
農
山
村

に
視
点
を
据
え
た
雑
誌
を
発
行
し
続
け
得
る
こ
と
は
、
難
儀
な
こ
と
で

は
な
い
か
、
と
思
う
。
「
地
域
」
と
い
う
こ
と
に
編
集
の
視
点
を
よ
り

明
確
に
す
る
こ
と
で
、
読
者
層
を
広
げ
ら
れ
れ
ば
い
い
か
な
、
と
陰
な

が
ら
応
援
し
て
い
る
一
人
で
も
あ
る
。

「
い
ま
、
政
治
や
経
済
が
い
か
に
ゆ
る
ご
う
と『
ゆ
る
が
ぬ
暮
ら
し
』

『
ゆ
る
が
ぬ
地
域
』
を
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
が
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。本
誌
は
、そ
う
し
た
人
び
と
や
地
域
に
学
び
、

地
域
に
生
き
、
地
域
を
担
い
、
地
域
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
人
び
と
の
た

め
の
雑
誌
で
す
」

こ
の
創
刊
の
趣
旨
に
あ
る
よ
う
に
、
今
日
の
政
治
や
経
済
は
、
ゆ
る

ぐ
と
い
う
よ
り
も
は
や
解
体
状
況
じ
ゃ
な
い
か
、
と
感
じ
て
い
る
方
は

多
い
と
思
う
。
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
や
地
域
は
、

自
ら
守
っ
て
い
く
こ
と
を
覚
悟
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
た
ん

だ
、
と
思
う
。
そ
う
い
う
眼
で
こ
の
雑
誌
を
読
む
と
実
に
多
く
の
示
唆

と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
気
が
す
る
。

例
え
ば
、
第
２
号
（
１０
年
８
月
刊
）
で
は
、
「
高
齢
者
応
援
ビ
ジ
ネ
ス

み
ん
な
で
つ
く
る
居
場
所
と
仕
事
」
を
特
集
し
て
い
て
、
千
葉
県
大

網
白
里
町
の「
大
里
総
合
管
理
株
式
会
社
」の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
会
社
は
、
不
動
産
事
業
を
メ
ー
ン
に
し
て
い
る
が
、
遊
休

地
の
管
理
の
ほ
か
学
童
保
育
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
、農
場
と
農

産
直
売
所
な
ど
多
彩
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
３５
人
の
社
員
で
１

３
０
も
の
地
域
貢
献
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
る
、
と
い
う
。

社
長
の
野
老
さ
ん
は
、
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
。

ま
た
、２０
年
間
放
置
さ
れ
て
い
た
廃
校
を
活
用
し
て
集
落
コ
ン
ビ
ニ
、

居
酒
屋
、
宿
泊
所
と
い
う
複
合
施
設
「
森
の
巣
箱
」
を
つ
く
り
、
集
落

を
元
気
に
し
た
、
高
知
県
津
野
町
床
鍋
集
落
の
実
践
も
実
に
楽
し
い
。

第
３
号
で
は
「
空
き
家
を
宝
に
」
、
第
４
号
で
は
「
廃
校
を
ど
う
生

か
す
？
」
が
そ
れ
ぞ
れ
特
集
さ
れ
、
各
地
域
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
当
事
者
と
し
て
、
地
域
の
暮
ら
し
を
考
え
て
行

こ
う
と
す
る
方
に
は
、
必
読
の
雑
誌
だ
。

（
花
信
風
子
）

５

１７

２６

９

１６

２９

３２

Ｆ

Ａ

４

８

１９

２８

Ｉ

３

１３

２２

Ｇ

７

１２

１８

２５

３１

③
小
冊
子
「
み
や
ざ
き

の
神
話
」
を
２０
名
に

④
山
内
縄
文
そ
ば
（
４

人
前
）
を
５
名
に

Ｅ

２

６

２１

２４

Ｂ

１１

２７

Ｃ

Ｈ

１

１０

１５

２０

３０

▶
応
募
方
法

▶
応
募
方
法

３０号の正解は

「ボウサイキョテン」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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宮
崎
、
鹿
児
島
県
境
の
霧
島
山
系
新
燃
岳
（
１
４
２
１
㍍
）
が
半
世
紀
ぶ
り
に
噴
火
。

宮
崎
県
高
原
町
は
避
難
勧
告
を
出
し
都
城
市
も
厳
戒
態
勢
が
続
く
。
県
内
で
は
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
も
発
生
、
殺
処
分
が
続
く
。
昨
春
同
県
は
牛
や
豚
の
口
蹄
疫
に
苦
し
ん
だ
。
日

本
は
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
の
常
襲
国
。
災
害
防
止
や
復
旧
の
最
前
線
に
立

つ
の
は
、
郷
土
を
知
悉
し
愛
着
を
持
つ
地
元
の
土
木
建
設
業
者
だ
。
降
灰
除
去
、
処
分
し

た
家
畜
の
埋
却
、
消
毒
…
…
。
重
機
や
作
業
員
を
抱
え
る
地
域
の
業
者
は
、
災
害
時
真
っ

先
に
現
場
に
入
り
、
そ
の
奮
闘
が
国
土
を
守
っ
て
き
た
。
だ
が
、
公
共
事
業
削
減
で
業
界

は
疲
弊
。
業
界
再
生
を
訴
え
る
社
団
法
人
全
国
建
設
業
協
会
な
ど
の
話
か
ら
、
捨
て
身
で

現
場
に
立
つ
地
元
業
者
の
知
ら
れ
ざ
る
実
態
を
紹
介
す
る
。（
写
真
提
供

宮
崎
県
）

新
燃
岳
噴
火
の
１
週
間

前
、
同
県
佐
土
原
町
の
養
鶏

場
か
ら
、
宮
崎
家
畜
保
健
衛

生
所
に
鶏
３８
羽
が
死
ん
だ
と

通
報
が
あ
り
、
県
の
対
策
本

部
は
翌
日
「
高
病
原
性
ウ
イ

ル
ス
を
検
出
」
と
発
表
。
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
が
確

認
さ
れ
た
。

「
高
病
原
性
」
と
は
感
染

し
た
鳥
の
致
死
率
が
７
割
を

超
え
る
危
険
な
病
原
の
こ

と
。
県
は
養
鶏
場
か
ら
半
径

１０
㌔
圏
を
移
動
制
限
し
、
鶏

の
殺
処
分
を
開
始
。
そ
の
後

も
県
内
各
地
で
発
生
が
確
認

さ
れ
、
殺
処
分
や
鶏
舎
の
消

毒
が
続
い
た
。

同
県
建
設
業
協
会
の
宮
崎

地
区
協
会
や
高
鍋
、
西
都
地

区
協
は
、
鳥
の
糞
尿
の
埋
却

作
業
や
各
地
区
の
消
毒
ポ
イ

ン
ト
設
置
、
消
毒
マ
ッ
ト
設

置
に
、
２４
時
間
体
制
で
従
事

し
た
。

感
染
拡
大
防
止
対
策
は
手

際
良
か
っ
た
。
昨
春
、
県
内

で
口
蹄
疫
発
症
の
確
認
以

後
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
拡

散
防
止
対
策
や
殺
処
分
、
地

元
業
者
が
担
っ
た
埋
却
処
分

の
１
３
０
日
間
に
渡
る
体
験

が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
対
策
で
活

か
さ
れ
た
。

ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ
宿
主
は

渡
り
鳥
と
さ
れ
、
感
染
防
止

は
容
易
で
は
な
く
、
得
体
の

知
れ
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
実
態

解
明
や
防
疫
対
策
は
遠
い
先

の
話
。
鳥
イ
ン
フ
ル
か
ら
人

の
生
活
を
護
り
、
影
響
を
最

小
に
食
い
止
め
る
差
し
当
り

の
手
段
は
、
感
染
の
早
期
発

見
と
拡
散
防
止
、
ウ
イ
ル
ス

の
宿
主
の
速
や
か
な
除
却
し

か
な
い
。

防
疫
の
最
終
段
階
は
、
地

場
の
建
設
業
者
の
不
屈
の
活

動
に
か
か
っ
て
い
る
。
口
蹄

疫
で
の
昼
夜
を
通
し
た
消
毒

作
業
や
屍
骸
の
埋
却
作
業
が

証
明
し
た
。
そ
れ
は
郷
土
を

愛
し
、
県
土
を
護
る
熱
意
の

結
実
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。全

国
建
設
業
協
会
や
地
域

に
根
ざ
す
各
都
道
府
県
建
設

業
協
会
の
会
員
企
業
は
、
災

害
時
の
復
旧
活
動
を
は
じ

め
、
社
会
貢
献
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
。し
か
し
昨
春
、

宮
崎
県
建
設
業
協
会
は
思
い

も
か
け
ぬ
地
域
防
災
に
関
わ

っ
た
。
同
県
で
発
生
し
た
口

蹄
疫
だ
。

口
蹄
疫
被
害
で
最
も
処
分

頭
数
が
多
か
っ
た
の
は
川
南

町
で
１６
万
７
５
７
１
頭
、
高

鍋
町
で
３
万
２
６
１
頭
、
木

城
町
で
２
万
７
２
２
２
頭
…

…
な
ど
。
全
国
有
数
の
畜
産

圈
域
か
ら
牛
や
豚
が
消
え
た
。

県
は
発
生
後
す
ぐ
、
被
害

拡
大
を
食
い
止
め
よ
う
と
同

県
建
設
業
協
会
に
、
消
毒
作

業
の
徹
底
や
防
疫
作
業
の
応

援
を
要
請
し
た
。
処
分
さ
れ

た
家
畜
を
埋
め
る
に
も
、
穴

を
掘
る
重
機
を
持
ち
、
作
業

員
を
抱
え
て
い
る
の
は
地
元

の
土
木
・
建
設
業
者
だ
か
ら

だ
。同

県
建
設
業
協
会
は
約
４

カ
月
間
、
会
員
企
業
従
業
員

約
１
万
２
０
０
０
人
を
動

員
、
防
疫
対
策
に
奔
走
し

た
。
だ
が
、
故
郷
を
危
機
か

ら
守
ろ
う
と
寝
食
を
忘
れ
て

重
機
を
駆
使
し
、
作
業
に
当

っ
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
作
業

員
の
活
動
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。

作
業
に
当
た
っ
た
協
会
員

は
現
場
で
情
報
交
換
し
な
が

ら
、
手
不
足
の
時
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
糞
尿
処
理
も
率

先
。「

ご
め
ん
ね
！
」。あ
ど
け

な
い
牛
や
豚
の
顔
。
と
て
も

正
視
で
き
な
か
っ
た
。「
家
族

同
然
の
牛
や
豚
が
日
に
日
に

弱
っ
て
い
く
。
一
刻
も
早
く

埋
却
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
」。

埋
却
現
場
で
悪
臭
と
ヘ
ド

ロ
糞
に
ま
み
れ
、
作
業
を
続

け
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
畜

産
農
家
と
家
畜
の
悲
惨
な
現

場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
い

た
た
ま
れ
な
か
っ
た
と
い

う
。殺

処
分
さ
れ
た
牛
や
豚
は

深
さ
５
㍍
の
穴
に
次
々
と
重

機
で
投
入
さ
れ
た
。
そ
の
無

残
な
様
子
は
戦
争
の
悲
惨
さ

に
も
匹
敵
、
精
神
的
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
た
作
業
員
も
多
い
。

口
蹄
疫
の
拡
大
防
止
作
業

で
学
ん
だ
同
県
建
設
業
協
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
域
を
超

え
た
貴
重
な
活
動
は
、
今
後

ど
う
シ
ス
テ
ム
化
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
か
が
課
題

だ
。鳥

イ
ン
フ
ル
対
策
の
検
証

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
牛
や

豚
の
処
分
と
鶏
は

同
じ
で
は
な
い
。

し
か
し
、
昨
年
の

官
・
民
の
経
験
は

相
当
生
か
さ
れ

た
。
全
国
建
設
業

協
会
や
都
道
府
県

建
設
業
協
会
が
、

国
や
都
道
府
県
と

事
前
に
取
り
決
め

た
方
式
に
即
し
て

迅
速
に
災
害
に
対

処
す
る
こ
と
は
、

時
代
と
国
民
の
要

請
で
も
あ
る
。

災
害
防
止
や
復

旧
の
最
前
線
で
奮

闘
し
、
国
土
を
守

り
続
け
る
の
は
郷

土
愛
を
支
え
と
し

て
地
場
の
土
木
・

建
設
業
に
携
わ
る

人
々
だ
が
、
国
家

財
政
の
逼
迫
で
小

泉
内
閣
以
来
、
政

権
交
代
後
も
公
共

事
業
費
削
減
や
抑
制
が
続

く
。そ

こ
そ
こ
の
雨
で
も
川
が

溢
れ
斜
面
崩
壊
な
ど
も
増

加
。
時
を
同
じ
く
し
て
業
界

は
疲
弊
が
進
む
。
地
方
業
界

が
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と

は
、
国
土
保
全
に
も
重
要
な

課
題
だ
。
人
の
命
や
家
畜
の

安
全
、
食
生
活
の
安
全
に

も
、
建
設
業
者
は
頼
れ
る
存

在
な
の
で
あ
る
。

宮
崎
県
建
設
業
協
会
の
永

野
征
四
郎
会
長
は
「
未
曾
有

の
口
蹄
疫
で
、
建
設
業
者
は

懸
命
に
被
害
の
拡
大
防
止
に

努
め
た
。
建
設
業
者
の
社
会

的
義
務
だ
と
自
負
す
る
か
ら

だ
。
国
や
自
治
体
に
は
社
会

資
本
の
整
備
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
沿
っ
た
様
々
な
対
策

を
お
願
い
し
た
い
」
と
訴
え

る
。

【全国建設業協会とは】

土木・建設業界は、全国約２万３０

００社の建設業者が４７都道府県ごとに

建設業団体を組織。その地域団体が

社団法人全国建設業協会の会員を構

成。

地域経済社会を支える基幹産業と

して雇用の維持をはじめ、河川・道

路などの環境保全や災害時の応急復

旧活動など、社会貢献活動に取り組

む。

すぐれた技術者、技能者の確保

や、将来にわたって技術、技能の継

承が出来る環境づくりも活動の大き

な柱だ。

頼
り
に
な
る
地
域
の
建
設
業
者

災害時の復旧に不屈の活動

爆発・噴火が続く新燃岳

噴
火
、
鳥
イ
ン
フ
ル
に
も
素
早
い
対
応

口
蹄
疫
の
教
訓
活
か
す

平
時
に
自
治
体
と
防
災
対
策
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

宮 崎

埋却作業に投入した大量の重機は、バックホウ２７２２台／

ダンプ・キャリー１５４９台／ユニック・アルミトラック２５２

台／タイヤショベル５１３台／フォークリフト６７台／ブルド

ーザー１０２台／クレーン３６台など。昼夜を問わぬ作業のた

め、発電機やバルーンライトなども大量に投入された。

県内１０地区に設置した消毒ポイントでは、従事した会員

企業従業員の多くが２４時間態勢で作業。作業車１１９４台／消

毒用動噴１２８台／照明器具１１９４台／マット１２４枚／ポリタン

ク１６２５個を用意した。

投入した大量の重機類

宮
崎
県
建
設
業
協
会

会

長
永
野

征
四
郎
氏

口
蹄
疫
で
も
重
機
が
重
要
な
役
割
果
た
す

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止
で
鶏
舎
を
消
毒
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